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解
説
・
凡
例

　

本
稿
は
、
宮
内
省
編
『
光
格
天
皇
実
録
』（
ゆ
ま
に
書
房
、
平
成
十
八

年
）
の
う
ち
、
光
格
天
皇
（
一
七
七
一
│
一
八
四
〇
）
の
誕
生
か
ら
譲
位

（
文
化
十
四
年
・
一
八
一
七
）
ま
で
の
綱
文
を
す
べ
て
書
き
出
し
た
も
の

で
あ
る
。
譲
位
後
の
実
録
綱
文
は
、
筆
者
が
『
モ
ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
第
七

十
九
号
に
抄
出
し
た
。

　

光
格
天
皇
は
、
四
親
王
家
の
一
つ
、
閑
院
宮
典
仁
親
王
の
第
六
王
子
と

し
て
生
ま
れ
た
が
、
後
桃
園
天
皇
の
早
逝
（
二
十
二
歳
）
に
よ
り
、
そ
の

遺
児
欣
子
内
親
王
と
の
成
婚
も
考
慮
し
て
同
天
皇
の
養
子
と
し
て
、
安
永

八
年
（
一
七
七
九
）
九
歳
で
皇
位
を
継
承
さ
れ
た
。

　
『
実
録
』
に
は
、
皇
室
の
伝
統
行
事
を
尊
び
、
儀
式
な
ど
に
極
力
出
御

し
、
和
歌
や
雅
楽
な
ど
を
精
力
的
に
修
め
ら
れ
る
お
姿
が
拝
さ
れ
る
。
ま

た
、
神
嘉
殿
の
再
建
や
石
清
水
と
賀
茂
の
臨
時
祭
の
再
興
な
ど
、
宮
廷
文

化
を
復
興
し
朝
廷
権
威
の
回
復
に
尽
力
さ
れ
た
事
績
が
み
ら
れ
る
。

　

読
み
易
く
す
る
た
め
、
漢
字
は
新
字
体
、
片
カ
ナ
は
適
宜
ひ
ら
が
な

に
、
文
末
の
読
点
は
句
点
に
改
め
た
。
原
文
で
は
、
月
初
の
み
に
「
月
」

が
記
さ
れ
る
が
、
全
日
に
「
月
」
を
付
し
、「
〇
月
〇
日
」
と
し
た
。

　

原
則
的
に
綱
文
の
み
を
抄
出
し
た
が
、
御
製
（
歌
）
に
つ
い
て
は
、

『
実
録
』
本
文
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
引
用
し
た
。
ま
た
、
皇
位
継

承
や
改
元
お
よ
び
儀
式
の
再
興
な
ど
に
関
す
る
重
要
な
記
事
は
、
ゴ
シ
ッ

ク
体
と
し
て
明
示
し
た
。

　

な
お
、
光
格
天
皇
の
略
伝
お
よ
び
在
位
中
の
内
裏
還
幸
に
関
す
る
絵
巻

は
、
昨
年
来
の
所
功
の
論
文
・
史
料
紹
介
〈
末
尾
付
記
〉
を
参
照
さ
れ
た

い
。

資
料

光
格
天
皇
（
御
譲
位
前
）
に
関
す
る
『
実
録
』
抄橋 

本　

富 

太 

郎
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ら
る
。

安
永
八
年

三
月
二
十
八
日　

御
紐
直
の
儀
あ
り
。

十
一
月
八
日　

後
桃
園
天
皇
の
御
養
子
と
為
ら
せ
ら
れ
、
准
三
宮
藤
原
維

子
を
養
母
と
為
ら
る
。
是
日
、
参
内
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
四
日　

御
名
を
師
仁
と
賜
は
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
五
日　

践
祚
あ
ら
せ
ら
る
。
御
諱
を
兼
仁
と
改
め
さ
せ
ら

る
。
剣
璽
渡
御
の
儀
あ
り
。
是
日
、
関
白
九
条
尚
実
を
摂
政
と

為
す
。

十
一
月
二
十
八
日　

開
関
解
陣
の
儀
あ
り
。

十
二
月
十
日　

後
桃
園
天
皇
の
遺
詔
奏
あ
り
。
是
日
よ
り
五
箇
日
間
、
廃

朝
仰
せ
出
さ
る
。

十
二
月
十
二
日　

倚
廬
に
渡
御
、
錫
紵
を
著
御
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
先

帝
の
素
服
を
諸
臣
に
賜
ふ
。

十
二
月
十
四
日　

後
桃
園
天
皇
の
初
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に

於
て
御
経
供
養
を
行
は
れ
、
泉
涌
寺
に
於
て
御
仏
事
を
行
は

る
。

十
二
月
十
六
日　

後
桃
園
天
皇
の
二
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に

於
て
御
経
供
養
を
行
は
れ
、
泉
涌
寺
に
於
て
御
仏
事
を
行
は

る
。

十
二
月
十
八
日　

後
桃
園
天
皇
の
三
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に

天
皇
、
諱
は
兼
仁
、
初
名
を
師
仁
と
曰
ふ
。
閑
院
宮
典
仁
親
王
の
第
六
王

子
、
母
は
贈
従
一
位
岩
室
磐
代
な
り
、
後
、
妃
成
子
内
親
王
を
養
母
と
為

ら
る
。

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）

八
月
十
五
日　

卯
半
刻
、
閑
院
宮
邸
に
於
て
降
誕
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
六
日　

御
七
夜
の
御
祝
儀
あ
り
。
祐
宮
と
称
せ
ら
る
。

明
和
九
年
（
一
七
七
二
）

九
月
四
日　

御
髪
置
の
儀
あ
り
。

九
月
十
六
日　

聖
護
院
宮
忠
誉
親
王
の
附
弟
と
為
ら
せ
ら
る
。
十
月
五

日
、
御
披
露
あ
り
。

十
月
十
九
日　

御
賄
料
と
し
て
米
二
十
石
、
銀
五
十
枚
を
聖
護
院
よ
り
進

ぜ
ら
る
。

安
永
二
年
（
一
七
七
三
）

正
月
十
六
日　

御
色
直
の
儀
あ
り
。

安
永
四
年

十
一
月
二
十
八
日　

御
深
曽
木
の
儀
あ
り
。

安
永
五
年

十
月
二
十
六
日　

女
御
藤
原
維
子
の
第
に
参
ぜ
ら
れ
、
又
、
参
内
あ
ら
せ
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正
月
十
三
日　

披
露
始
あ
り
。

正
月
十
九
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
に
於
て
大
元
帥

法
を
行
は
る
。
二
十
五
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
二
十
二
日　

神
宮
奏
事
始
、
次
に
賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ

ら
せ
ら
れ
ず
。

二
月
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
十
七
日　

泉
涌
寺
に
於
て
後
桃
園
天
皇
の
御
塔
供
養
を
行
は
る
。

二
月
十
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
百
箇
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に

泉
涌
寺
に
於
て
御
仏
事
を
行
は
る
。

二
月
二
十
八
日　

即
位
の
儀
来
十
二
月
に
御
治
定
あ
り
。

三
月
十
二
日　

来
七
月
十
二
日
、
宇
多
天
皇
の
八
百
五
十
年
聖
忌
に
依

り
、
日
次
を
繰
り
上
げ
是
日
、
仁
和
寺
に
於
て
曼
荼
羅
供
を
修

せ
ら
れ
、
御
願
文
御
諷
誦
文
を
供
へ
さ
せ
ら
る
。

三
月
二
十
八
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
あ
り
。

四
月
十
三
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

六
月
十
四
日　

祇
園
会
を
行
は
る
。

八
月
一
日　

八
朔
の
義
あ
り
。

八
月
二
日　

内
大
臣
徳
川
家
治
、
右
大
臣
に
補
任
す
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
日　

禁
中
常
御
所
に
於
て
略
安
鎮
法
を
、
清
涼
殿
西
面
御
座
間

に
於
て
不
動
法
を
修
せ
ら
る
。
両
所
修
覆
を
加
へ
ら
る
る
に
依

り
て
な
り
。

於
て
御
経
供
養
を
行
は
れ
、
泉
涌
寺
に
於
て
法
華
懺
法
を
行
は

る
。

十
二
月
二
十
日　

後
桃
園
天
皇
の
四
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に

於
て
御
経
供
養
を
行
は
れ
、
泉
涌
寺
に
於
て
御
仏
事
を
行
は

る
。

十
二
月
二
十
二
日　

後
桃
園
天
皇
の
五
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院

に
於
て
御
経
供
養
を
行
は
れ
、
泉
涌
寺
に
於
て
御
仏
事
を
行
は

る
。

十
二
月
二
十
四
日　

倚
廬
よ
り
本
殿
に
還
御
あ
ら
せ
ら
る
。
是
夜
、
開
関

解
陣
並
に
殿
上
侍
臣
橡
袍
の
宣
下
あ
り
。

十
二
月
二
十
五
日　

後
桃
園
天
皇
の
六
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院

に
於
て
御
経
供
養
を
行
は
れ
、
泉
涌
寺
に
於
て
御
仏
事
を
行
は

る
。

十
二
月
二
十
七
日　

後
桃
園
天
皇
の
尽
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院

に
於
て
御
経
供
養
を
行
は
れ
、
泉
涌
寺
に
於
て
御
仏
事
を
行
は

る
。

安
永
九
年

正
月
一
日　

触
穢
中
に
依
り
、
年
首
の
儀
を
行
は
せ
ら
れ
ず
。
四
方
拝
、

御
座
を
設
く
る
も
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

音
奏
警
蹕
宣
下
あ
り
。
又
、
吉
書
御
覧
あ
り
。

正
月
十
日　

触
穢
竟
る
。
仍
つ
て
改
火
の
事
あ
り
。
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十
一
月
二
十
五
日　

摂
政
の
直
廬
に
於
て
礼
服
御
覧
の
儀
あ
り
。

十
一
月
三
十
日　

即
位
御
習
礼
あ
り
。

十
二
月
三
日　

即
位
灌
頂
あ
り
。
大
納
言
二
条
治
孝
、
之
を
授
け
奉
る
。

十
二
月
四
日　

紫
宸
殿
に
於
て
即
位
の
礼
を
行
は
せ
ら
る
。

十
二
月
五
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

十
二
月
六
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
次
に
朝
餉

御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
九
日　

御
実
父
二
品
太
宰
帥
典
仁
親
王
に
一
品
宣
下
あ
り
。

十
二
月
十
一
日　

御
拝
御
伝
授
あ
り
。
神
祇
伯
資
顕
王
、
御
三
間
に
於
て

之
を
授
け
奉
る
。

十
二
月
十
六
日　

御
元
服
日
時
並
に
由
奉
幣
日
時
定
を
行
は
る
。
是
日
よ

り
七
日
間
、
七
社
一
寺
に
於
て
御
元
服
無
異
の
御
祈
を
修
せ
し

め
ら
る
。

十
二
月
十
八
日　

御
元
服
由
奉
幣
を
発
遣
せ
ら
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ

ず
。

十
二
月
十
九
日　

是
夜
よ
り
三
箇
夜
、
内
侍
所
に
於
て
御
神
楽
を
行
は

る
。

十
二
月
二
十
日　

北
廂
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
内
々
、
御
元
服
の
御
習
礼

あ
り
。

十
二
月
二
十
三
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ

ず
。

十
二
月
二
十
五
日　

摂
政
九
条
尚
実
を
太
政
大
臣
に
任
ず
。

九
月
五
日　

常
御
所
の
修
覆
成
る
。
仍
つ
て
小
御
所
よ
り
遷
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

十
月
六
日　

諒
闇
に
依
り
、
玄
猪
の
儀
を
停
む
。

十
月
二
十
二
日　

来
十
二
月
上
旬
、
即
位
の
礼
を
行
は
る
べ
き
の
由
、
御

治
定
あ
り
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
一
回
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉

涌
寺
に
於
て
御
仏
事
を
行
は
る
。

十
一
月
十
日　

春
日
祭
を
延
引
す
。
諒
闇
竟
大
祓
日
時
定
を
行
は
る
。
是

日
、
故
大
納
言
徳
川
家
基
に
内
大
臣
正
二
位
を
贈
ら
る
。

十
一
月
十
一
日　

諒
闇
竟
大
祓
あ
り
。
清
涼
殿
に
出
御
、
御
禊
あ
ら
せ
ら

る
。
是
日
、
御
精
進
解
、
吉
書
奏
聞
あ
り
。
又
、
是
日
よ
り
三

箇
日
間
、
大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
其

後
、
朝
餉
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
三
日　

南
殿
並
に
清
涼
殿
西
面
庇
等
に
於
て
大
殿
祭
を
行
は

る
。

十
一
月
十
五
日　

即
位
由
奉
幣
発
遣
日
時
並
に
即
位
日
時
定
を
行
は
る
。

是
夜
、
摂
政
の
直
廬
に
於
て
御
元
服
定
を
行
は
る
。

十
一
月
十
七
日　

新
嘗
祭
御
祈
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

春
日
祭
を
追
行
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
三
日　

即
位
由
奉
幣
を
伊
勢
神
宮
に
発
遣
せ
ら
る
。
又
、
是

日
よ
り
十
七
日
間
、
七
社
七
寺
に
於
て
即
位
無
事
を
祈
ら
し
め

ら
る
。
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幾
千
代
も
わ
が
こ
ゝ
の
へ
に
さ
か
へ
ゆ
く
う
て
な
の
竹
の
い
ろ
わ
か
は

ら
じ

正
月
二
十
八
日　

和
歌
当
座
御
会
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
九
日　

是
日
よ
り
五
箇
夜
、
陰
陽
頭
土
御
門
泰
栄
の
里
第
に
於

て
天
曹
地
府
祭
を
行
は
る
。
都
状
を
奉
ら
る
。

二
月
五
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
八
日　

紫
宸
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
結
願

な
り
。

二
月
十
四
日　

釈
奠
を
行
は
る
。

二
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。

二
月
二
十
六
日　

御
代
始
の
御
楽
始
を
行
は
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。
雨
に
依
り
、
軒
廊
に
於
て
行
は
る
。

三
月
五
日　

今
明
両
日
に
亙
り
、
猿
楽
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
日　

南
庭
の
桜
花
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
一
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

三
月
二
十
四
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ

ず
。

三
月
二
十
八
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

四
月
二
日　

代
始
に
依
り
、
改
元
定
あ
り
。
天
明
と
改
元
す
。
是
よ
り

先
、
条
事
定
を
行
は
る
。

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）

十
二
月
二
十
八
日　

御
元
服
御
習
礼
あ
り
。

安
永
十
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
御
座
を
設
く
る
も
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
大
床

子
御
膳
を
供
す
。
是
日
、
紫
宸
殿
に
於
て
元
服
の
儀
を
行
は
せ

ら
る
。
加
冠
は
摂
政
太
政
大
臣
九
条
尚
実
、
理
髪
は
左
大
臣
鷹

司
輔
平
な
り
。

正
月
三
日　

小
朝
拝
、
降
雪
に
依
り
停
め
ら
る
。
是
日
、
御
元
服
後
宴
並

に
元
日
節
会
行
は
る
。
又
、
殿
上
淵
酔
を
再
興
せ
ら
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
五
日　

千
秋
万
歳
御
覧
あ
り
。
又
、
披
露
始
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
是
日
、
群

臣
、
御
元
服
賀
表
を
上
る
。
又
、
恩
赦
の
事
あ
り
。

正
月
八
日　

紫
宸
殿
に
於
て
太
元
帥
法
を
行
は
る
。十
四
日
、結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
二
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
五
日　

御
吉
書
、
三
毬
打
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
七
日　

鶴
庖
丁
あ
り
。
次
に
舞
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
一
日　

前
右
大
臣
醍
醐
経
胤
、
薨
ず
。
是
日
よ
り
三
箇
日
間
の

廃
朝
あ
り
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。
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九
月
十
五
日　

能
御
覧
あ
り
。

九
月
十
八
日　

詩
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

十
月
六
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
一
月
五
日　

 

後
桃
園
天
皇
の
三
回
聖
忌
に
依
り
、
是
日
よ
り
五
箇
日

間
、
禁
中
に
於
て
懺
法
講
を
行
は
る
。

十
一
月
十
七
日　

新
嘗
御
祈
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
八
日　

前
右
大
臣
三
条
季
晴
の
薨
去
に
よ
り
、
是
日
よ
り
三

箇
日
間
の
廃
朝
あ
り
。

十
二
月
七
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
次
に
恒
例
御
神
楽
を
附

行
せ
ら
る
。

十
二
月
十
八
日　

内
々
、
御
囃
子
能
御
覧
あ
り
。

十
二
月
二
十
九
日　

大
祓
あ
り
。

天
明
二
年

正
月
一
日　

四
方
拝
。
御
座
を
設
く
る
も
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
大
床

子
御
膳
を
供
す
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

真
言
院
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太

元
帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
二
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

四
月
五
日　

改
元
詔
書
覆
奏
。

四
月
十
八
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

五
月
七
日　

御
読
書
始
を
行
は
る
。
侍
読
明
経
博
士
伏
原
宣
条
、
小
御
所

に
於
て
孝
経
を
授
け
奉
る
。

五
月
十
日　

神
璽
筥
を
裹
み
改
め
ら
る
る
に
依
り
、
後
桜
町
上
皇
と
共
に

朝
餉
の
御
座
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
十
八
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

五
月
二
十
二
日　

太
政
大
臣
九
条
尚
実
を
罷
む
。

五
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

五
月
二
十
七
日　

御
箏
始
を
行
は
る
。
前
大
納
言
四
辻
公
亨
、
之
を
授
け

奉
る
。

六
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

七
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
六
日　

霊
元
天
皇
の
五
十
回
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
院
並
に
泉
涌
寺
に

於
て
御
仏
事
を
行
は
る
。

八
月
七
日　

上
丁
に
依
り
、
小
御
所
に
於
て
御
講
書
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
七
日　

小
御
所
北
懸
に
於
て
蹴
鞠
を
行
は
る
。
御
覧
あ
ら
せ
ら

る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
の
儀
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
摂
政

九
条
尚
実
の
御
代
拝
あ
り
。
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七
月
二
十
二
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

七
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
三
日　

上
丁
に
依
り
、
小
御
所
に
於
て
御
講
書
あ
り
。
簾
中
に
出

御
。
聴
聞
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
三
日　

是
日
よ
り
七
箇
日
間
、
七
社
七
寺
於
て
玉
体
安
全
の
御

祈
を
行
は
る
。

八
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

九
月
十
九
日　

当
座
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

九
月
二
十
二
日　

猿
楽
御
覧
あ
り
。

九
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

十
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

十
一
月
三
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
四
回
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て

御
経
供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

新
嘗
御
祈
あ
り
。

十
一
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

十
二
月
十
日　

昼
御
座
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
侍
講
文
章
博
士
唐
橋
在

𤋮
、
尚
復
文
章
博
士
桑
原
為
弘
を
召
し
て
御
講
書
始
を
行
は

る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。

正
月
十
七
日　

鶴
庖
丁
あ
り
。
次
に
舞
御
覧
あ
り
。
雨
に
依
り
、
舞
台
を

軒
廊
に
設
け
ら
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
節
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

へ
だ
て
な
く
た
か
き
い
や
し
き
は
つ
春
に
む
か
ふ
こ
ゝ
ろ
は
の
ど
け
か

る
ら
し

二
月
五
日　

両
大
神
宮
造
替
山
口
祭
日
時
定
あ
り
。
是
日
、
春
日
祭
を
行

は
る
。

二
月
十
一
日　

小
御
所
に
於
て
御
楽
始
を
行
は
る
。
簾
中
に
出
御
あ
ら
せ

ら
る
。

二
月
二
十
七
日　

猿
楽
御
覧
あ
り
。

三
月
一
日　

渡
殿
に
出
御
、
桜
花
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
を
行
は
る
。

三
月
十
九
日　

内
侍
所
御
搦
あ
り
。
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
二
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
あ
り
。

三
月
二
十
四
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。

三
月
二
十
六
日　

内
々
、
猿
楽
御
覧
あ
り
。

四
月
十
九
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

五
月
七
日　

石
灰
壇
代
に
出
御
。
御
拝
始
を
行
は
る
。

六
月
四
日　

舞
楽
御
覧
あ
り
。

七
月
二
十
一
日　

桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
仏

事
を
行
は
る
。
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せ
ら
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。

三
月
六
日　

猿
楽
御
覧
あ
り
。

三
月
二
十
二
日　

御
学
問
所
に
於
て
舞
御
覧
あ
り
。

三
月
二
十
七
日　

東
照
宮
奉
幣
使
を
発
遣
せ
ら
る
。
先
づ
日
時
定
を
行
は

る
。

四
月
十
三
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。昼
御
座
に
出
御
。御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
三
日　

内
々
、
猿
楽
御
覧
あ
り
。

七
月
十
六
日　

清
涼
殿
南
庭
に
出
御
。
如
意
嶽
の
大
文
字
を
御
覧
あ
ら
せ

ら
る
。

八
月
四
日　

春
日
社
造
替
木
造
始
、
仮
殿
遷
宮
等
の
日
時
定
を
行
は
る
。

八
月
八
日　

上
丁
に
依
り
、
御
講
釈
を
行
は
る
。
御
聴
聞
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
の
発
遣
の
儀
あ
り
。
南
殿
に
出
御
。
御
拝
あ
ら

せ
ら
る
。

九
月
二
十
七
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。

十
月
二
十
二
日　

盛
化
門
院
の
御
入
棺
に
依
り
、
天
下
触
穢
な
り
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
五
回
聖
忌
に
よ
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て

御
経
供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
三
日　

盛
化
門
院
遺
令
奏
並
に
警
固
固
関
の
事
あ
り
。
又
、
是

日
よ
り
五
箇
日
間
の
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。

十
一
月
十
五
日　

盛
化
門
院
の
初
七
日
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て

十
二
月
十
五
日　

内
々
、
囃
子
能
御
覧
あ
り
。
後
桜
町
上
皇
、
亦
、
之
に

御
幸
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
八
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。

天
明
三
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
御
座
を
設
く
る
も
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
元
日

節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。

正
月
八
日　

後
七
日
御
修
法
、
太
元
帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結

願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
二
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。

正
月
十
七
日　

舞
御
覧
あ
り
。
先
づ
鶴
庖
丁
あ
り
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

あ
め
の
し
た
た
み
ゆ
た
か
な
る
世
の
春
を
さ
き
に
ほ
ふ
梅
の
い
ろ
に
み

す
ら
し

二
月
六
日　

伊
勢
神
宮
木
造
始
日
時
定
を
行
は
る
。

二
月
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
十
四
日　

内
々
、
当
座
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

二
月
十
六
日　

釈
奠
を
行
は
る
。

二
月
二
十
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
。
箏
の
御
所
作
あ
ら
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正
月
一
日　

四
方
拝
、
御
座
を
設
る
も
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
大
床
子

御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
元
日
節
会
を
停
め
、
平

座
を
行
は
る
。
諒
闇
に
依
り
て
な
り
。

正
月
八
日　

紫
宸
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
に
於
て
太
元
帥

法
を
修
せ
ら
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
五
日　

三
毬
打
あ
り
。

正
月
二
十
日　

泉
涌
寺
に
於
て
盛
化
門
院
御
石
塔
供
養
を
行
は
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
三
日　

盛
化
門
院
の
百
箇
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に

泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

二
月
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
二
十
二
日　

後
西
天
皇
の
百
回
聖
忌
に
依
り
、
昨
今
両
日
に
亙
り
、

般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

三
月
一
日　

御
有
卦
入
の
御
祝
を
行
は
る
。

三
月
十
日　

大
学
の
御
講
釈
あ
り
。

三
月
二
十
七
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
使
を
発
遣
せ
ら
る
。
先
づ
日
時
定
を

行
は
る
。

四
月
十
三
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

六
月
十
四
日　

是
日
よ
り
論
語
古
註
を
講
ぜ
し
め
ら
る
。

六
月
三
十
日　

内
侍
所
前
庭
に
於
て
清
祓
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

御
経
供
養
を
、
泉
涌
寺
に
於
て
法
用
光
明
三
昧
を
行
は
る
。

十
一
月
十
七
日　

盛
化
門
院
の
二
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に

泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。
是
夜
、
倚
廬
に
渡
御
、
錫

紵
を
著
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

盛
化
門
院
の
三
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並

に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
三
日　

盛
化
門
院
の
四
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並

に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
五
日　

盛
化
門
院
の
五
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並

に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
七
日　

盛
化
門
院
の
六
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並

に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
九
日　

倚
廬
殿
よ
り
本
殿
に
還
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
錫
紵
を
脱

し
給
ふ
。
開
関
解
陣
の
事
あ
り
。

是
日　

盛
化
門
院
の
尽
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
仏
事

御
経
供
養
を
、
泉
涌
寺
に
於
て
法
用
理
趣
三
昧
を
行
は
る
。

十
二
月
一
日　

音
奏
警
蹕
宣
下
並
に
吉
書
御
覧
あ
り
。

十
二
月
二
日　

御
精
進
解
あ
り
。

十
二
月
十
九
日　

前
内
大
臣
広
幡
前
豊
の
薨
去
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇

日
間
、
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。

天
明
四
年
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日
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

後
七
日
御
修
法
、
太
元
帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結

願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
七
日　

舞
御
覧
あ
り
。
先
づ
鶴
庖
丁
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

千
世
か
け
て
つ
き
せ
ぬ
ま
つ
の
こ
と
の
葉
の
い
や
さ
か
ふ
べ
き
は
る
は

き
に
け
り

二
月
四
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
二
十
二
日　

詔
書
覆
奏
の
儀
あ
り
。

三
月
十
一
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

三
月
二
十
一
日　

准
后
近
衛
内
前
の
薨
去
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間

の
廃
朝
を
仰
せ
出
さ
る
。

三
月
二
十
七
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
八
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
七
日　

猿
楽
御
覧
あ
り
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
使
発
遣
の
儀
あ
り
。
南
殿
に
出
御
。
御
拝
あ
ら

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

十
月
十
二
日　

盛
化
門
院
の
一
周
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌
寺

に
於
て
於
法
事
を
行
は
る
。

十
月
十
三
日　

諒
闇
竟
大
祓
日
時
定
を
行
は
る
。

十
月
十
五
日　

山
科
忠
言
、
剣
璽
御
覆
を
調
進
す
。

十
月
十
六
日　

諒
闇
竟
大
祓
を
行
は
る
。
御
禊
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
吉

書
御
覧
あ
り
。

十
月
十
七
日　

今
明
両
日
に
亙
り
、
大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ

ら
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
日
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御

経
供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
六
日　

新
嘗
御
祈
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
二
月
六
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら

る
。

十
二
月
十
八
日　

青
綺
門
院
御
違
例
御
祈
の
為
、
内
侍
所
前
庭
に
於
て
千

反
楽
を
行
は
る
。

十
二
月
二
十
二
日　

内
々
、
猿
楽
御
覧
あ
り
。

十
二
月
二
十
九
日　

内
侍
所
前
庭
に
於
て
清
祓
を
行
は
る
。

天
明
五
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
大
床
子
御
膳
を
供
す
。
元
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太
元
帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。
是
日
、
披

露
始
を
追
行
せ
ら
る
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
あ
り
。
議
定
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
七
日　

鶴
庖
丁
あ
り
。
次
に
舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
あ
り
。
議
定
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

の
ど
け
し
な
あ
さ
な
あ
さ
な
に
た
ち
そ
ふ
る
霞
の
い
ろ
も
に
ほ
ふ
山
ま

ゆ
二
月
十
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
二
十
八
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

三
月
十
一
日　

中
御
門
天
皇
の
五
十
回
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に

泉
涌
寺
に
於
て
御
仏
事
を
行
は
る
。

三
月
十
五
日　

春
日
社
、
若
宮
社
等
の
正
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

三
月
二
十
四
日　

梅
宮
社
正
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
二
十
四
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
八
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

五
月
十
九
日　

御
笛
始
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
。
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

五
月
二
十
八
日　

内
々
、
能
御
覧
あ
り
。

六
月
一
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

六
月
十
七
日　

昨
夜
、
月
蝕
に
依
り
御
月
見
の
賀
を
停
め
ら
れ
、
是
日
、

せ
ら
る
。

九
月
二
十
七
日　

猿
楽
御
覧
あ
り
。

十
月
十
日　

盛
化
門
院
の
三
回
御
忌
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、
清

涼
殿
に
於
て
懺
法
講
を
行
は
る
。
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
五
日　

後
桃
園
天
皇
の
七
回
聖
忌
に
依
り
、
是
日
よ
り
五
箇
日

間
、
禁
中
に
於
て
懺
法
講
を
行
は
る
。
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。
九
日
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

新
嘗
御
祈
を
行
は
る
。

十
二
月
十
九
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
内
侍
所
に
出
御
、
御

拝
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
二
十
七
日　

内
々
、
能
御
覧
あ
り
。

天
明
六
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
御
座
を
設
く
る
も
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
元
日

節
会
を
停
め
ら
る
。
日
蝕
に
よ
り
て
な
り
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
是
日
、
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
五
日　

清
涼
殿
に
於
て
千
秋
万
歳
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。
御
徳
日
に

依
り
、
披
露
始
を
行
は
れ
ず
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
八
日　

真
言
院
代
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
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十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
日
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御

経
供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
三
日　

神
祇
官
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。
行
幸
あ
ら
せ

ら
れ
ず
。

十
一
月
二
十
一
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

十
一
月
二
十
二
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
恩
赦
の

事
あ
り
。

十
二
月
十
日　

管
絃
御
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
六
日　

御
講
書
始
あ
り
。
伏
原
宣
条
、
侍
講
に
候
す
。

十
二
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

十
二
月
二
十
八
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
御
拝
あ
ら

せ
ら
る
。

天
明
七
年

正
月
一
日　

四
方
拝
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は

る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
当
年
よ
り
元
日
之
を
供
せ
ず
、
二
日

と
為
す
。

正
月
五
日　

清
涼
殿
に
於
て
千
秋
万
歳
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

小
御
所
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

内
祝
の
儀
を
行
は
る
。

八
月
十
一
日　

舞
楽
御
覧
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
南
殿
に
出
御
。
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。

九
月
十
三
日　

征
夷
大
将
軍
徳
川
家
治
の
薨
由
を
奏
す
。
仍
つ
て
是
日
よ

り
五
箇
日
間
の
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。

九
月
二
十
二
日　

故
征
夷
大
将
軍
右
大
臣
正
二
位
徳
川
家
治
に
太
政
大
臣

正
一
位
を
贈
ら
る
。

九
月
二
十
五
日　

武
家
使
六
角
伊
予
守
、
参
内
し
て
、
徳
川
家
治
に
贈
官

位
の
御
礼
と
し
て
白
金
五
千
両
を
進
献
す
。

九
月
二
十
八
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

十
月
七
日　

征
夷
大
将
軍
徳
川
家
治
の
薨
去
に
よ
り
、
贈
経
使
前
内
大
臣

西
園
寺
賞
季
を
差
遣
せ
ら
る
。

十
月
十
日　

盛
化
門
院
の
御
忌
日
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
於
て
御
仏

事
を
行
は
る
。

十
月
二
十
二
日　

大
徳
寺
大
燈
国
師
の
四
百
五
十
年
忌
に
依
り
、
勅
し

て
、
円
満
浄
光
と
加
号
を
賜
ふ
。

閏
十
月
二
十
八
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
朔
旦
冬
至
、
旬

の
儀
を
再
興
せ
ら
る
。

十
一
月
二
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。
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六
月
十
四
日　

内
侍
所
仮
殿
木
造
始
を
行
は
る
。

六
月
十
六
日　

嘉
祥
の
儀
あ
り
。

六
月
二
十
日　

不
予
に
亙
ら
せ
ら
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
七
日　

不
予
御
平
癒
に
依
り
、
御
床
払
の
儀
を
行
は
る
。

九
月
五
日　

帛
御
服
、
御
祭
服
已
下
の
色
目
を
治
定
せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

九
月
十
八
日　

抜
穂
使
、
悠
紀
、
主
基
両
国
に
出
発
す
。
今
度
、
再
興
せ

ら
る
る
所
な
り
。
二
十
九
日
、
行
事
所
に
帰
著
す
。

九
月
二
十
三
日　

昨
二
十
二
日
、
准
后
九
条
尚
実
、
薨
ず
。
仍
つ
て
是
日

よ
り
三
箇
日
間
、
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。

九
月
三
十
日　

荒
見
川
祓
を
行
は
る
。

十
月
九
日　

来
月
九
日
、
後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
日
な
る
も
、
大
嘗
会
御
神

事
に
依
り
、
日
次
を
引
上
げ
、
是
日
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御

供
養
を
行
は
る
。

十
月
二
十
四
日　

大
嘗
会
を
行
は
る
べ
き
に
依
り
、
御
祈
祷
と
し
て
伊
勢

両
宮
、
多
賀
社
、
熱
田
社
、
春
日
社
等
に
御
使
を
遣
さ
る
。

十
月
三
十
日　

大
嘗
会
御
禊
を
行
は
る
。
昼
御
座
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
膳
を
供
す
。
是
日
、
大
嘗
宮
造
立
始
あ
り
。
又
、

大
嘗
会
御
屏
風
本
文
並
に
風
俗
御
屏
風
等
の
和
歌
の
奏
進
あ

り
。

十
一
月
五
日　

大
嘗
会
由
奉
幣
使
を
伊
勢
神
宮
、
石
清
水
、
賀
茂
両
社
に

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
議
定
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
五
日　

御
吉
書
三
毬
打
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
七
日　

舞
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
七
日　

南
殿
階
下
の
桜
樹
を
植
改
め
し
む
。

二
月
二
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

三
月
一
日　

関
白
九
条
尚
実
を
罷
め
、
左
大
臣
鷹
司
輔
平
を
関
白
と
為

す
。

三
月
六
日　

徳
川
家
斉
を
征
夷
大
将
軍
、
内
大
臣
に
任
ず
。

三
月
二
十
二
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
六
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
四
日　

来
七
日
よ
り
臨
時
御
祈
祷
の
為
、
伊
勢
両
宮
に
御
使
を
発
遣

せ
ら
る
。

四
月
二
十
四
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
八
日　

大
嘗
会
国
郡
卜
定
を
行
は
る
。
悠
紀
は
近
江
国
滋
賀

郡
、
主
基
は
丹
波
国
氷
上
郡
な
り
。

五
月
二
十
六
日　

大
嘗
会
行
事
所
始
日
時
定
を
行
は
る
。
是
日
、
任
大
臣

宣
下
あ
り
。
右
大
臣
一
条
輝
良
を
左
大
臣
に
、
内
大
臣
近
衛
経

煕
を
右
大
臣
に
、
権
大
納
言
大
炊
御
門
家
孝
を
内
大
臣
に
任

ず
。
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天
明
八
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
雨
に
依
り
、
御
座
を
長
階
絶
間
に
設
け
て
御
拝
あ

ら
せ
ら
る
。
小
朝
拝
。
雨
に
依
り
、
延
引
せ
ら
る
。
元
日
節
会

を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
小
朝
拝
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
議
定
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
七
日　

舞
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
議
定
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら

る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

幾
重
に
か
と
ぢ
し
こ
ほ
り
の
と
く
る
よ
り
池
の
こ
ゝ
ろ
も
春
に
な
り
行

正
月
三
十
日　

暁
、
建
仁
寺
前
橡
辻
子
よ
り
失
火
、
洛
中
、
大
火
と
為

る
。
仍
つ
て
鳳
輦
に
御
し
て
南
門
を
出
で
さ
せ
ら
れ
、
難
を
賀

茂
御
祖
社
に
避
け
給
ひ
、
更
に
聖
護
院
宮
に
行
幸
あ
ら
せ
ら

る
。
暫
く
此
所
を
以
て
仮
皇
居
と
為
す
。
内
侍
所
も
亦
渡
御
あ

ら
せ
ら
る
。
丑
刻
許
、
内
裏
仙
洞
等
、
炎
上
す
。

（
※
注　

天
明
の
大
火
）

発
遣
せ
ら
る
。
先
づ
日
時
定
、
使
定
の
儀
あ
り
。
南
殿
に
出

御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
八
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。
是
日
、
神
祇
官
代
に
於
て
小
忌
卜
定

あ
り
。

十
一
月
十
三
日　

大
嘗
会
御
行
事
御
伝
授
と
し
て
、
後
桜
町
上
皇
、
禁
裏

に
御
幸
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
三
日　

大
嘗
会
御
行
事
の
御
習
礼
あ
り
。

十
一
月
二
十
七
日　

大
嘗
祭
を
行
は
る
。
廻
立
殿
に
行
幸
、
御
浴
あ
ら
せ

ら
れ
祭
服
を
著
御
、
悠
紀
殿
に
出
御
、
神
饌
供
進
あ
ら
せ
ら

る
。
次
に
主
基
殿
の
儀
之
に
同
じ
。
竟
り
て
廻
立
殿
よ
り
本
殿

に
還
幸
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
八
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
辰
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ

ら
せ
ら
れ
、
悠
紀
帳
の
儀
竟
り
て
入
御
あ
ら
せ
ら
る
。
次
に
主

基
帳
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

十
一
月
二
十
九
日　

巳
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
悠
紀
帳

の
儀
竟
り
て
入
御
、
次
に
主
基
帳
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら

る
。
次
に
清
暑
堂
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
一
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
七
日　

大
嘗
会
御
調
度
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
六
日　

御
講
釈
始
あ
り
。
又
、
今
年
御
厄
年
に
当
ら
せ
ら
る
る

に
依
り
、
七
観
音
に
御
撫
物
を
納
め
、
祈
禳
せ
し
め
ら
る
。

十
二
月
十
八
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
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長
、
高
丘
紹
季
を
造
内
裏
奉
行
に
任
ず
。

三
月
二
十
八
日　

御
眉
拭
の
儀
あ
り
。

三
月
三
十
日　

内
侍
所
仮
殿
立
柱
を
行
は
る
。

四
月
十
一
日　

准
三
宮
忠
誉
親
王
の
薨
去
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間

の
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。

四
月
十
七
日　

賀
茂
祭
、
社
家
に
附
せ
ら
る
。
去
正
月
、
内
裏
炎
上
に
依

り
て
な
り
。

四
月
十
九
日　

内
侍
所
仮
殿
上
棟
日
時
定
並
に
内
侍
所
仮
殿
渡
御
日
時
定

を
行
は
る
。

五
月
十
一
日　

是
夜
、
内
侍
所
仮
殿
渡
御
を
行
は
る
。
渡
御
に
際
し
、
御

小
座
敷
代
東
庭
に
下
御
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
二
十
二
日　

是
日
よ
り
聖
護
院
の
便
宜
の
所
を
以
て
清
涼
殿
代
と
為

し
、
昼
御
座
已
下
の
御
帳
代
を
設
け
ら
る
。

六
月
六
日　

是
日
よ
り
内
侍
所
三
箇
夜
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
三
箇
夜

に
亙
り
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

七
月
十
日　

内
宮
別
宮
滝
原
宮
、
並
宮
、
伊
雑
宮
の
造
替
。
山
口
祭
木
造

始
、
地
曳
、
立
柱
、
上
棟
日
時
定
を
行
は
る
。

七
月
二
十
一
日　

尊
峰
親
王
の
薨
去
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
の
廃

朝
仰
せ
出
さ
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

九
月
一
日　

内
宮
別
宮
滝
原
宮
、
並
宮
及
び
伊
雑
宮
の
正
遷
宮
日
時
定
を

行
は
る
。

二
月
三
日　

春
日
祭
を
延
引
す
。
火
災
に
依
り
て
な
り
。

二
月
四
日　

禁
裏
炎
上
に
依
り
、
鳴
物
停
止
を
仰
せ
出
さ
る
。

二
月
十
五
日　

春
日
祭
、
再
び
延
引
す
。

二
月
十
七
日　

洛
中
回
禄
、
内
裏
炎
上
に
依
り
、
七
社
七
寺
を
し
て
天
下

泰
平
、
玉
体
安
穏
、
宝
祚
長
久
を
祈
ら
し
め
ら
る
。

二
月
二
十
四
日　

内
侍
所
仮
殿
木
造
始
日
時
定
あ
り
。

二
月
二
十
五
日　

是
よ
り
先
、
二
十
二
日
、
発
熱
あ
ら
せ
ら
れ
、
今
夕
、

疱
瘡
と
御
治
定
あ
り
。
是
日
、
七
社
七
寺
に
御
疱
瘡
平
穏
の
御

祈
祷
を
行
は
し
め
ら
る
。

二
月
二
十
七
日　

内
侍
所
仮
殿
木
造
始
を
行
は
る
。
是
日
、
春
日
祭
。
社

家
に
附
せ
ら
る
。

三
月
十
三
日　

御
酒
湯
を
行
は
せ
ら
る
。

三
月
十
六
日　

再
び
御
酒
湯
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
十
九
日　

三
度
、
御
酒
湯
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
二
日　

幕
府
、
松
平
越
中
守
定
信
に
禁
裏
御
所
修
築
の
事
を
命

ず
。

三
月
二
十
三
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
、
次
に
内
侍
所
地
曳
礎

を
行
は
る
。

三
月
二
十
五
日　

公
遵
親
王
の
薨
去
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
の
廃

朝
仰
せ
出
さ
る
。

是
日　

前
権
大
納
言
中
山
愛
親
、
同
広
橋
伊
光
、
権
中
納
言
勧
修
寺
経
逸

を
造
内
裏
御
用
懸
に
、
権
中
納
言
日
野
資
矩
、
前
参
議
堤
栄
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正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
停
む
。

正
月
十
七
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
あ
り
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
二
日　

年
号
勘
文
並
に
国
解
奏
聞
の
儀
あ
り
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
五
日　

改
元
定
あ
り
。
寛
政
と
改
元
す
。

寛
政
元
年
（
一
八
七
九
）

正
月
二
十
八
日　

改
元
詔
書
覆
奏
あ
り
。

正
月
三
十
日　

国
解
並
に
定
文
奏
聞
の
儀
あ
り
。

二
月
二
十
一
日　

春
日
祭
を
追
行
せ
ら
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。

三
月
七
日　

光
照
院
尊
乗
女
王
、
薨
ず
。
仍
つ
て
是
日
よ
り
三
箇
日
の
廃

朝
仰
せ
出
さ
る
。

三
月
十
九
日　

興
福
寺
維
摩
会
を
行
は
る
。

三
月
二
十
八
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
一
日　

伊
勢
両
宮
造
替
、
立
柱
、
上
棟
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
二
十
三
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

五
月
十
一
日　

内
宮
別
宮
荒
祭
宮
、
月
読
宮
、
伊
弉
諾
宮
、
風
日
祈
宮
、

外
宮
別
宮
高
宮
、
土
宮
、
月
読
宮
、
風
宮
等
の
造
替
、
山
口

祭
、
木
造
始
、
地
曳
、
立
柱
、
上
棟
等
の
日
時
定
を
行
は
る
。

五
月
二
十
二
日　

権
大
納
言
鷹
司
政
熙
を
内
大
臣
に
任
ず
。

六
月
三
日　

七
社
七
寺
に
於
て
七
箇
日
間
、
降
雨
御
祈
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
。
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
十
日　

是
日
よ
り
興
福
寺
維
摩
会
を
行
は
る
。

十
月
十
二
日　

盛
化
門
院
正
忌
日
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法
事

を
行
は
る
。

十
一
月
二
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
よ
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法

事
御
経
供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

新
嘗
御
祈
を
御
は
る
。

十
二
月
四
日　

皇
大
神
宮
、
豊
受
大
神
宮
造
替
地
曳
日
時
定
を
行
は
る
。

十
二
月
十
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
七
日　

年
号
勘
者
宣
下
あ
り
。

天
明
九
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
仮
皇
居
に
依
り
、
元
日
節
会

を
停
め
ら
る
。

正
月
五
日　

披
露
始
あ
り
。

正
月
七
日　

内
裏
炎
上
に
依
り
、
白
馬
節
会
を
停
め
ら
る
。
千
秋
万
歳
御

覧
あ
り
。

正
月
八
日　

当
時
灌
頂
院
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於

て
太
元
帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
議
定
所
に
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。
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ら
る
。
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
一
月
二
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
よ
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌
寺

於
て
御
経
供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

新
嘗
御
祈
を
行
は
る
。

十
二
月
十
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
内
侍
所
に
出
御
、
御
拝

あ
ら
せ
ら
る
。

寛
政
二
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
仮
皇
居
に
依
り
、
小
朝
拝
、

元
日
節
会
等
を
停
め
ら
る
。

正
月
五
日　

披
露
始
あ
り
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
停
め
ら
る
。

正
月
八
日　

東
寺
灌
頂
院
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
に
於
て
太

元
帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
議
定
所
代
に
出
御
、
御
拝
あ

ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
清
涼
殿
代
に
出
御
、
御
製
あ

ら
せ
ら
る
。

近
く
見
る
野
辺
よ
り
を
ち
の
峰
か
け
て
か
す
か
に
は
る
の
色
そ
へ
た
て

ぬ

六
月
六
日　

伊
勢
両
宮
心
御
柱
正
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

閏
六
月
二
十
一
日　

造
内
裏
木
造
日
時
定
を
行
は
る
。

七
月
四
日　

造
内
裏
木
作
始
を
行
は
る
。

七
月
二
十
八
日　

造
内
裏
礎
、
立
柱
日
時
定
を
行
は
る
。

八
月
十
三
日　

造
内
裏
礎
、
立
柱
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
十
七
日　

皇
大
神
宮
心
御
柱
を
立
て
ら
る
。

八
月
二
十
四
日　

豊
受
大
神
宮
心
御
柱
を
立
て
ら
う
。

八
月
二
十
六
日　

伊
勢
神
宮
造
替
に
依
り
、
一
社
奉
幣
使
を
発
遣
せ
ら

る
。

九
月
一
日　

皇
大
神
宮
造
替
正
遷
宮
の
儀
を
行
は
る
に
依
り
、
清
涼
殿
東

庭
に
下
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
四
日　

豊
受
大
神
宮
造
替
正
遷
宮
の
儀
を
行
は
る
に
依
り
、
清
涼
殿

東
庭
に
下
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
五
日　

開
明
門
院
の
病
に
依
り
、
内
侍
所
に
於
て
千
反
楽
を
行
は

る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
石
灰
壇
代
に
於
て
御
拝
あ
ら

せ
ら
る
。

九
月
二
十
二
日　

開
明
門
院
の
薨
去
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
の
廃

朝
を
仰
せ
出
さ
る
。

十
月
十
日　

来
十
日
、
盛
化
門
院
の
七
回
御
忌
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇

日
間
、
禁
裏
に
於
て
懺
悔
講
を
行
は
れ
、
連
日
、
出
御
あ
ら
せ
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是
日　

近
年
、
群
臣
よ
り
庶
民
に
至
る
ま
で
困
窮
し
、
且
、
関
東
、
頃
日

繁
務
に
依
り
、
厚
き
御
憐
愍
を
以
て
、
三
箇
年
間
、
万
端
省
略

の
儀
を
仰
せ
出
さ
る
。

三
月
二
十
八
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
八
日　

勅
し
て
、
雲
竜
和
尚
に
大
円
光
覚
禅
師
と
追
諡
せ
ら
る
。

四
月
二
十
三
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

五
月
四
日　

泉
涌
寺
に
於
て
青
綺
門
院
御
塔
供
養
御
法
事
を
行
は
る
。

五
月
九
日　

青
綺
門
院
の
百
箇
日
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌
寺
に

於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

六
月
三
十
日　

内
侍
所
西
庭
に
於
て
清
祓
を
行
は
る
。

七
月
十
三
日　

内
宮
別
宮
荒
祭
宮
、
月
読
宮
、
伊
弉
諾
宮
、
風
日
祈
宮
並

に
外
宮
別
宮
、
高
宮
、
土
宮
、
月
読
宮
、
風
宮
等
正
遷
宮
日
時

定
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
二
日　

新
造
内
裏
上
棟
日
定
を
行
は
る
。

八
月
二
十
六
日　

新
造
内
裏
上
棟
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
九
日　

新
内
裏
障
子
簡
等
本
文
已
下
の
筆
者
を
仰
せ
出
さ
る
。

九
月
二
十
二
日　

開
明
門
院
の
一
周
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御

法
事
を
行
は
る
。

九
月
二
十
六
日　

是
日
よ
り
七
箇
日
間
、
新
造
内
裏
に
於
て
安
鎮
法
を
行

は
る
。

正
月
二
十
九
日　

青
綺
門
院
《
藤
原
舎
子
》
の
崩
御
に
依
り
、
触
穢
仰
せ

出
さ
る
。

二
月
十
一
日　

青
綺
門
院
の
入
棺
の
儀
を
行
は
る
る
に
依
り
、
触
穢
仰
せ

出
さ
る
。

二
月
二
十
一
日　

春
日
祭
、
禁
中
触
穢
に
依
り
、
社
家
に
附
せ
ら
る
。

二
月
二
十
二
日　

青
綺
門
院
の
遺
令
奏
並
に
警
固
固
関
の
事
あ
り
。
是
日

よ
り
五
箇
日
間
の
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。

二
月
二
十
五
日　

青
綺
門
院
の
初
七
日
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御

経
供
養
を
、
泉
涌
寺
に
於
て
光
明
三
昧
を
行
は
る
。

二
月
二
十
七
日　

開
関
解
陣
、
音
奏
警
蹕
、
吉
書
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら

せ
ら
る
。
是
日
、
青
綺
門
院
の
二
七
日
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院

並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

二
月
二
十
九
日　

青
綺
門
院
の
三
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に

泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。
是
日
、
宸
筆
大
般
若
心
経

一
巻
を
泉
涌
寺
に
納
め
ら
る
。

三
月
二
日　

青
綺
門
院
の
四
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌

寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

三
月
七
日　

青
綺
門
院
の
六
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌

寺
に
於
て
御
法
事
を
行

三
月
十
日　

青
綺
門
院
尽
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
供

養
を
、
泉
涌
寺
に
於
て
理
趣
三
昧
を
行
は
る
。

三
月
二
十
三
日　

触
穢
竟
り
、
清
祓
を
行
は
る
。
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出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
二
十
一
日　

新
宮
旬
の
儀
を
行
は
る
。
今
度
、
御
再
興
せ
ら
る
る

所
な
り
。

十
二
月
二
十
五
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
御
拝
あ
ら

せ
ら
る
。
次
に
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
二
十
八
日　

聖
作
五
言
古
詩
を
将
軍
徳
川
家
斉
に
賜
ふ
。
新
宮
工

成
る
を
以
て
な
り
。
又
頃
日
、
和
歌
の
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

身
の
か
ひ
は
何
い
の
る
ら
む
朝
な
夕
な
民
や
す
か
れ
と
思
う
ば
か
り
ぞ

殿
つ
く
り
み
が
き
た
て
た
る
嬉
し
さ
の
心
を
見
す
る
や
ま
と
言
の
葉

十
二
月
三
十
日　

内
侍
所
の
西
庭
に
於
て
清
祓
を
行
は
る
。

寛
政
三
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
小
朝
拝
、
元
日
節
会
を
行
は

る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
五
日　

千
秋
万
歳
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。
又
、
披
露
始
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
石
灰
壇
に
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
七
日　

新
内
裏
南
階
の
桜
を
栽
う
。

十
月
九
日　

四
条
天
皇
五
百
五
十
回
の
聖
忌
に
依
り
、
泉
涌
寺
に
於
て
御

法
事
を
行
は
る
。

十
月
十
五
日　

新
造
内
裏
の
地
鎮
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
四
日　

新
造
内
裏
還
幸
、
内
侍
所
渡
御
、
被
立
御
帳
台
並
に
御
装

束
始
、
被
置
版
意
位
等
の
日
時
定
を
行
は
る
。

十
一
月
五
日　

皇
居
造
営
竣
功
に
依
り
、
是
日
、
所
司
代
よ
り
移
管
あ

り
。

十
一
月
八
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
経

供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
二
日　

遷
幸
前
御
祈
祷
御
使
を
伊
勢
両
宮
、
多
賀
、
熱
田
、
玉

津
島
、
住
吉
等
の
各
社
及
び
南
都
の
諸
寺
に
発
遣
せ
ら
る
。

十
一
月
十
四
日　

新
造
内
裏
御
装
束
始
を
行
は
る
。

十
一
月
十
五
日　

新
嘗
御
祈
を
行
は
る
。

是
日　

天
曹
地
府
祭
都
状
を
上
ら
る
。

十
一
月
十
八
日　

新
内
裏
大
殿
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

聖
護
院
仮
皇
居
よ
り
新
造
内
裏
に
徙
ら
せ
給
ふ
。
内

侍
所
も
同
じ
く
渡
御
あ
ら
せ
ら
る
。
是
夜
、
内
侍
所
に
親
謁
し

給
ふ
。

十
一
月
二
十
三
日　

是
日
よ
り
三
箇
日
間
、
大
床
子
御
膳
を
供
す
。

十
二
月
一
日　

是
日
よ
り
三
箇
夜
、
内
侍
所
御
神
楽
を
行
は
る
。
連
夜
、
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国
家
静
穏
、
玉
体
安
全
、
五
穀
豊
饒
、
万
民
娯
楽
の
御
祈
を
行

は
る
。

五
月
六
日　

方
遠
と
し
て
別
殿
小
御
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
二
日　

皇
子
礼
仁
親
王
の
薨
去
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、
廃

朝
仰
せ
出
さ
る
。

六
月
三
十
日　

内
侍
所
西
庭
に
於
て
清
祓
を
行
は
る
。

七
月
七
日　

七
夕
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
日　

関
白
鷹
司
輔
平
を
罷
め
、
左
大
臣
一
条
輝
良
を
、
関
白
氏

長
者
と
為
す
。

九
月
二
日　

神
嘉
殿
木
造
始
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

九
月
十
三
日　

清
涼
殿
に
出
御
、
明
月
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
五
日　

夜
、
別
殿
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
八
日　

常
陸
水
戸
太
高
寺
深
如
に
上
人
号
を
賜
ふ
。

九
月
二
十
一
日　

開
明
門
院
の
三
回
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て

御
法
事
を
行
は
る
。

十
月
五
日　

後
桃
園
天
皇
の
十
三
回
聖
忌
を
引
上
げ
、
是
日
よ
り
五
箇
日

間
、
清
涼
殿
に
於
て
御
懺
法
講
を
行
は
る
。

十
月
十
二
日　

盛
化
門
院
の
正
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法
事

を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

正
月
十
七
日　

是
夜
、
小
御
所
東
庭
に
於
て
吉
書
奏
、
三
毬
打
を
行
は

る
。

正
月
十
九
日　

南
殿
に
於
て
舞
御
覧
あ
り
。
是
よ
り
先
、
小
御
所
東
庭
に

於
て
鶴
庖
丁
を
行
は
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
石
灰
壇
に
出
御
、
御
拝
あ
ら

せ
ら
る
。

是
日　

炎
上
後
、
仮
皇
居
た
り
し
故
を
以
て
聖
護
院
宮
に
、
御
書
棚
、
朗

詠
集
、
判
金
等
を
賜
ふ
。

正
月
二
十
四
日　

公
宴
和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
九
日　

青
綺
門
院
の
一
周
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌

寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

二
月
二
日　

上
丁
に
依
り
、
小
御
所
に
於
て
御
講
釈
を
行
は
る
。

二
月
三
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
四
日　

新
造
内
裏
遷
幸
の
賀
儀
と
し
て
徳
川
三
家
等
よ
り
使
を
以
て

各
太
刀
馬
代
を
進
献
す
。

二
月
二
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

三
月
十
三
日　

後
白
河
法
皇
の
六
百
回
聖
忌
に
依
り
、
妙
法
院
於
て
曼
陀

羅
供
を
行
は
る
。

三
月
二
十
六
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
め
を
行
は
る
。

三
月
二
十
八
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

四
月
十
七
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
二
日　

是
日
よ
り
七
箇
日
間
、
七
社
七
寺
に
於
て
天
下
泰
平
、
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せ
ら
る
。

正
月
十
四
日　

内
大
臣
大
炊
御
門
家
孝
を
罷
め
、
西
園
寺
賞
季
を
内
大
臣

に
還
任
す
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。
又
、
鶴
庖
丁
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
四
日　

公
宴
和
歌
御
会
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
九
日　

青
綺
門
院
の
三
回
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉

涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

二
月
四
日　

当
座
和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。

二
月
六
日　

内
大
臣
西
園
寺
賞
季
を
罷
め
、
権
大
納
言
一
条
忠
良
を
内
大

臣
に
任
ず
。

二
月
二
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

閏
二
月
十
四
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
を
行
は
る
。

三
月
十
日　

月
次
御
楽
を
行
は
る
。

三
月
二
十
六
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
七
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
南
殿
に
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。

九
月
十
三
日　

清
涼
殿
に
出
御
、
明
月
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
三
日　

神
嘉
殿
上
棟
式
を
行
は
る
。

十
一
月
十
二
日　

神
嘉
殿
代
竣
成
に
就
き
、
是
日
、
移
管
あ
り
。

十
一
月
二
十
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
新
造
神
嘉
殿
に
出
御
あ
ら
せ
ら

る
。

十
一
月
二
十
一
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
八
日　

左
大
臣
一
条
輝
良
、
右
大
臣
近
衛
経
煕
等
を
罷
め
、

内
大
臣
鷹
司
政
煕
を
左
大
臣
に
、
権
大
納
言
二
条
治
孝
を
右
大

臣
に
、
権
大
納
言
久
我
信
通
を
内
大
臣
に
任
ず
。

十
二
月
十
六
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。
竟
つ
て
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

寛
政
四
年

正
月
一
日　

四
方
拝
を
行
は
る
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会

を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
小
朝
拝
を
行
は
る
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
五
日　

披
露
始
あ
り
。

正
月
六
日　

内
大
臣
久
我
信
通
を
罷
め
、
大
炊
御
門
家
孝
を
内
大
臣
に
還

任
す
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
是
日
、
千
秋
万
歳
を
御
覧
あ
ら
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よ
り

二
月
四
日　

上
丁
御
講
釈
あ
り
。

二
月
六
日　

当
座
和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
披
講
を
行
は
れ
ず
。

三
月
二
十
五
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
六
日　

小
御
所
に
於
て
内
侍
所
御
搦
を
行
は
る
。

四
月
十
七
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
笛
の
御
所
作
あ

ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
三
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
四
日　

是
よ
り
先
、
刑
部
卿
徳
川
治
国
、
薨
ず
。
仍
つ
是
日
、

内
々
、
物
音
を
停
め
ら
る
。

五
月
九
日　

皇
女
寿
賀
宮
、
薨
ず
。
仍
つ
て
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、
物
音

を
停
め
ら
る
。

七
月
一
日　

是
よ
り
先
、
六
月
二
十
四
日
、
征
夷
大
将
軍
徳
川
家
斉
の
男

竹
千
代
、
逝
去
す
。
仍
つ
て
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、
物
音
を
停

め
ら
る
。

是
日　

閑
院
宮
よ
り
宇
多
天
皇
御
所
持
の
笛
を
献
上
せ
ら
る
。
仍
つ
て
是

日
、
此
御
笛
を
以
て
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

七
月
七
日
、
七
夕
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

七
月
十
七
日　

天
曹
地
府
祭
の
都
状
を
進
献
せ
ら
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
八
日　

延
暦
寺
勧
楽
会
あ
り
。
勅
使
を
差
遣
せ
ら
る
。

十
一
月
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
神
嘉
殿
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
三
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
御
拝
竟
つ
て
和
琴
の

御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
六
日　

大
曲
御
伝
授
あ
り
。
備
中
介
山
井
景
貫
、
之
を
授
け
奉

る
。

寛
政
五
年

正
月
一
日　

四
方
拝
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は

る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
五
日　

千
秋
万
歳
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

後
七
日
御
修
法
を
並
に
太
元
帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両

法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
九
日　

南
庭
に
於
て
舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

公
宴
和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

く
さ
も
き
も
は
る
ぞ
と
し
る
や
あ
ま
つ
空
て
ら
す
日
影
の
の
ど
か
な
る
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十
二
月
二
十
九
日　

清
祓
を
行
は
る
。

寛
政
六
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
五
日　

披
露
始
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

紫
宸
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太

元
帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
あ
り
。
小
御
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
九
日　

鶴
庖
丁
あ
り
。
次
に
舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
あ
り
。

正
月
二
十
四
日　

公
宴
和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

か
は
竹
の
な
が
れ
て
た
え
ぬ
言
の
は
の
世
々
の
さ
か
へ
を
見
ど
り
な
る

陰
二
月
二
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
二
十
五
日　

聖
廟
御
法
楽
あ
り
。

三
月
二
十
八
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
一
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
を
発
遣
せ
ら
る
。

四
月
四
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
十
六
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

是
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

十
月
三
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
月
十
二
日　

盛
化
門
院
の
正
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法
事

を
行
は
る
。

十
月
二
十
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
内
々
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に

於
て
施
餓
鬼
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
六
日　

神
祇
官
代
に
於
て
小
忌
卜
定
を
行
は
る
。
又
、
豊
明
節
会

御
点
あ
り
。

十
一
月
七
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
経

供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
四
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
五
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
二
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
御
風
気
に
依
り
、
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

十
二
月
五
日　

来
七
日
、
後
桜
町
上
皇
よ
り
天
仁
遠
波
御
伝
授
あ
ら
せ
ら

る
る
に
依
り
、
無
異
御
終
了
の
御
祈
を
、
是
日
よ
り
三
箇
日

間
、
内
侍
所
に
於
て
行
は
る
。

十
二
月
九
日　

一
乗
院
尊
映
親
王
、
薨
ず
。
仍
つ
て
是
日
よ
り
三
箇
日
間

の
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。
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所
な
り
。

十
月
九
日　

御
心
喪
中
に
依
り
、
玄
猪
の
儀
を
行
は
れ
ず
。

十
月
十
二
日　

盛
化
門
院
の
忌
日
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法
事

を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
経
供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
九
日　

御
心
喪
中
に
依
り
、
新
嘗
祭
を
行
は
れ
ず
。
吉
田
家
に

於
て
新
嘗
御
祈
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
四
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

閏
十
一
月
二
十
三
日　

新
造
内
裏
紫
宸
殿
の
賢
聖
障
子
の
本
文
を
張
上
げ

ら
る
。
書
博
士
岡
本
保
孝
、
之
を
書
す
。

十
二
月
三
十
日　

清
祓
あ
り
。

寛
政
七
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
御
座
を
設
く
る
も
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
御
心

喪
中
に
依
り
て
な
り
。
大
床
子
御
膳
を
供
す
。
元
日
節
会
を
行

は
れ
ず
。

正
月
五
日　

千
秋
万
歳
並
に
猿
引
御
覧
を
停
む
。
御
心
喪
中
に
依
り
て
な

り
。
是
日
、
披
露
始
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。
但
、
御
心
喪
中
に
依
り
、
節
会

を
行
は
れ
ず
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

六
月
三
十
日　

清
祓
あ
り
。

七
月
六
日　

一
品
典
仁
親
王
の
病
に
依
り
、
内
侍
所
に
於
て
千
反
楽
を
行

は
る
。

七
月
七
日　

一
品
典
仁
親
王
、
薨
ず
。
仍
つ
て
六
日
よ
り
五
箇
日
間
の
廃

朝
仰
せ
出
さ
る
。
是
日
、
七
夕
御
会
を
延
引
す
。

七
月
十
二
日　

故
典
仁
親
王
の
入
棺
の
儀
を
行
ふ
に
依
り
、
禁
中
、
仙

洞
、
女
院
、
中
宮
悉
く
触
穢
仰
せ
出
さ
る
。

七
月
二
十
日　

桃
園
天
皇
の
三
十
三
回
御
忌
に
依
り
、
是
日
よ
り
二
箇
日

間
、
泉
涌
寺
並
に
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

七
月
二
十
一
日　

蘆
山
寺
に
於
て
御
父
典
仁
親
王
の
葬
儀
あ
り
。
是
日
よ

り
十
三
箇
日
間
、
錫
紵
を
著
御
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
二
十
四
日　

典
仁
親
王
の
初
七
日
忌
に
依
り
、
蘆
山
寺
に
於
て
御
法

事
を
行
は
る
。

八
月
二
日　

典
仁
親
王
の
四
七
日
に
依
り
、
蘆
山
寺
に
於
御
法
事
を
行
は

る
。

八
月
四
日　

是
夜
、
錫
紵
を
脱
御
あ
ら
せ
ら
る
。
又
、
御
禊
吉
書
御
覧
あ

り
。

八
月
九
日　

典
仁
親
王
の
七
七
日
忌
に
依
り
、
蘆
山
寺
に
於
て
御
法
事
を

行
は
る
。

八
月
十
日　

是
日
よ
り
御
魚
味
を
供
す
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

九
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
追
行
せ
ら
る
。
触
穢
に
依
り
延
引
せ
し
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あ
り
。
大
床
子
御
膳
を
供
す
。
夜
に
入
り
吉
書
御
覧
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

す
み
な
れ
て
い
く
万
代
を
ち
ぎ
る
ら
む
わ
が
こ
ゝ
の
重
の
に
は
の
登
茂

鶴
九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

九
月
十
三
日　

清
涼
殿
に
出
御
。
観
月
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
前
内
大
臣

久
我
信
通
、
薨
ず
。
仍
つ
て
是
夜
よ
り
三
箇
日
間
の
廃
朝
仰
せ

出
さ
る
。

九
月
二
十
一
日　

開
明
門
院
の
七
回
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
逮

御
御
法
事
を
行
は
る
。

九
月
二
十
八
日　

小
御
所
に
出
御
、
管
絃
を
聴
か
せ
ら
る
。

十
月
五
日　

後
桃
園
天
皇
の
十
七
回
聖
忌
に
依
り
、
是
日
よ
り
五
箇
日

間
、
清
涼
殿
に
於
て
御
懺
法
講
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら

る
。

十
月
十
日　

明
正
天
皇
の
百
回
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌
寺

に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。
是
日
、
又
、
盛
化
門
院
の
十
三
回

忌
に
依
り
、
禁
裏
に
於
て
三
箇
日
間
、
御
懺
法
講
を
行
は
る
。

出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
十
四
日　

前
関
白
従
一
位
一
条
輝
良
、
薨
ず
。
仍
つ
て
是
日
よ
り
三

箇
日
間
の
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。
是
日
、
左
大
臣
鷹
司
正
熙
、
氏

長
者
と
為
り
、
内
覧
宣
旨
を
賜
は
る
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
小
御
所
東
廂
御
座
に
出
御
あ
ら

せ
ら
る
。
御
心
喪
中
に
依
り
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
九
日　

御
心
喪
中
に
依
り
、
舞
楽
御
覧
を
停
め
ら
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
一
日　

関
東
使
大
友
式
部
大
輔
、
参
内
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
天

盃
を
賜
ふ
。

二
月
二
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
十
八
日　

元
室
町
通
下
長
者
町
に
火
災
あ
り
。
内
裏
、
近
き
に
よ
り

他
処
に
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
ん
と
す
。
但
、
少
時
に
し
て
鎮
火

す
。
仍
つ
て
遷
幸
を
停
む
。

三
月
三
日　

御
心
喪
中
に
依
り
、
闘
鶏
を
行
は
れ
ず
。

三
月
四
日　

法
隆
寺
蔵
聖
徳
太
子
像
参
内
に
就
き
、
太
子
像
、
実
物
等
を

御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
十
六
日　

松
尾
祭
を
行
は
る
。

三
月
十
九
日　

稲
荷
祭
を
行
は
る
。

三
月
二
十
五
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
六
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

六
月
三
十
日　

来
月
六
日
、
御
父
典
仁
親
王
の
一
周
忌
に
依
り
、
是
日
よ

り
御
精
進
あ
ら
せ
ら
る
。

七
月
七
日　

御
心
喪
竟
大
祓
日
時
定
を
行
は
る
。
是
日
、
七
夕
御
会
延
引

す
。

七
月
十
日　

建
礼
門
に
於
て
御
心
喪
竟
大
祓
を
行
は
る
。
次
に
御
禊
の
儀
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二
月
七
日　

神
宮
奏
事
始
、
賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

二
月
八
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
十
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
六
日
、
後
七
日
御
修
法
結
願
に
依
り
、
小

御
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
十
一
日　

中
丁
講
釈
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
二
十
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら

る
。

二
月
二
十
二
日　

水
無
瀬
宮
御
法
楽
を
行
は
る
。

二
月
二
十
三
日　

妙
心
寺
派
南
宗
座
元
に
霊
聖
妙
徳
禅
師
の
諡
号
を
賜

ふ
。

二
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
、
御
製
あ
ら

せ
ら
る
。

佐
ゝ
良
波
の
ど
か
に
よ
す
る
春
の
池
に
千
年
を
う
つ
す
ま
つ
の
色
仮
名

二
月
二
十
五
日　

聖
廟
御
法
楽
を
行
は
る
。

二
月
二
十
八
日　

当
座
和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。

三
月
二
十
一
日　

松
尾
祭
を
行
は
る
。

三
月
二
十
四
日　

稲
荷
祭
を
行
は
る
。

三
月
二
十
七
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

三
月
二
十
八
日　

小
御
所
に
於
て
御
楽
始
を
行
は
る
。
箏
の
御
所
作
あ
ら

せ
ら
る
。

十
月
二
十
一
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
是
日
、
春
日
祭
を
行
は
る
。
御
禊
あ

り
。

十
一
月
七
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
十
六
日　

左
大
臣
鷹
司
正
熙
を
関
白
と
為
し
、
隋
身
兵
仗
等
の
宣

下
あ
り
。

十
一
月
二
十
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
八
日　

内
侍
所
に
於
て
五
常
楽
千
反
を
奏
せ
し
め
ら
る
。
恭

礼
門
院
の
御
病
に
依
り
て
な
り
。

十
二
月
十
三
日　

是
よ
り
先
、
十
一
月
三
十
日
、
恭
礼
門
院
、
崩
御
あ
ら

せ
ら
る
。
是
日
、
内
裏
触
穢
な
り
。

十
二
月
二
十
五
日　

恭
礼
門
院
の
遺
令
奏
並
に
警
固
固
関
の
事
あ
り
。

又
、
是
日
よ
り
五
箇
日
間
の
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。

十
二
月
三
十
日　

開
関
解
陣
、
音
奏
警
蹕
、
吉
書
御
覧
等
あ
り
。

寛
政
八
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
御
座
を
設
く
る
も
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
大
床

子
御
膳
を
供
す
。
小
朝
拝
、
元
日
節
会
を
行
は
れ
ず
。

正
月
八
日　

触
穢
中
に
依
り
、
太
元
帥
法
、
並
に
後
七
日
御
修
法
を
行
は

れ
ず
。

二
月
四
日　

披
露
始
を
行
は
る
。
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十
一
月
十
五
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
一
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
和
琴
の
御
所

作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
三
日　

後
桜
町
上
皇
よ
り
伊
勢
物
語
の
御
伝
授
を
受
け
さ
せ
ら

る
。

十
二
月
十
四
日　

天
曹
地
府
祭
を
行
は
せ
ら
れ
、
都
状
を
上
り
て
海
内
昇

平
、
百
穀
豊
熟
を
祈
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
二
十
二
日　

内
大
臣
一
条
忠
良
を
右
大
臣
に
、
権
大
納
言
三
条
実

起
を
内
大
臣
に
任
ず
。

寛
政
九
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
小
朝
拝
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節

会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
次
に
詩
歌
の
試
筆
、
歌

書
講
読
始
、
漢
書
読
始
を
行
は
せ
ら
る
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
密
に
飛
香
舎
に

渡
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
中
宮
拝
礼
の
儀
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
四
日　

披
露
始
あ
り
。
箏
の
弾
始
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
五
日　

竜
笛
吹
始
、
琵
琶
弾
始
を
行
は
せ
ら
る
。
次
に
参
内
殿
前
庭

に
於
て
千
秋
万
歳
を
御
覧
あ
り
。
是
日
、
浴
殿
始
を
行
は
せ
ら

る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
節
分
に

依
り
、
内
侍
所
に
参
詣
あ
ら
せ
ら
れ
、
次
に
別
殿
に
渡
御
あ
ら

四
月
二
十
二
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
四
日　

右
大
臣
二
条
治
孝
を
左
大
臣
に
、
前
内
大
臣
大
炊
御
門

家
孝
行
を
右
大
臣
に
任
ず
。

四
月
二
十
七
日　

能
書
方
御
伝
授
あ
り
。
前
大
納
言
万
里
小
路
政
房
、
之

を
授
け
奉
る
。

五
月
十
四
日　

是
日
よ
り
一
七
箇
日
間
、
七
社
七
寺
に
於
て
天
下
泰
平
、

玉
体
安
穏
、
宝
祚
長
久
、
五
穀
豊
饒
、
万
民
安
楽
の
御
祈
祷
を

行
は
る
。
是
日
、
妙
心
寺
派
滄
海
座
元
に
霊
光
妙
印
禅
師
の
諡

号
を
賜
ふ
。

六
月
二
十
五
日　

聖
廟
御
法
楽
を
行
は
る
。

六
月
三
十
日　

清
祓
あ
り
。

七
月
七
日　

七
夕
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
四
日　

後
桜
町
上
皇
よ
り
三
部
抄
の
御
伝
授
を
受
け
さ
せ
ら
る
。

九
月
二
十
五
日　

小
御
所
に
於
て
御
楽
を
行
は
る
。
簾
中
に
出
御
あ
ら
せ

ら
る
。

九
月
二
十
六
日　

前
内
大
臣
西
園
寺
賞
季
を
右
大
臣
に
任
ず
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
七
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
四
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
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三
月
五
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
七
日　

踏
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

三
月
二
十
七
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。
是
日
、
任

大
臣
宣
下
あ
り
、
内
大
臣
三
条
実
起
を
罷
め
、
権
大
納
言
二
条

斉
通
を
内
大
臣
に
任
ず
。

三
月
二
十
八
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

三
月
三
十
日　

御
厄
年
に
依
り
、
愛
宕
、
竹
田
、
祇
園
、
清
荒
神
等
に
一

七
箇
日
間
、
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

四
月
二
日　

御
厄
年
に
依
り
、
下
上
賀
茂
、
平
野
の
三
社
に
一
七
箇
日

間
、
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

四
月
十
五
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

五
月
二
十
六
日　

朝
餉
間
に
出
御
、
琵
琶
始
あ
ら
せ
ら
る
。
前
右
大
臣
西

園
寺
賞
季
、
仰
に
依
り
、
万
歳
楽
譜
を
献
上
す
。

六
月
十
八
日　

当
年
中
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
に
依
り
、
来
二
十
二
日
よ

り
伊
勢
両
宮
に
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

五
月
二
十
二
日　

当
年
中
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
に
依
り
、
来
二
十
六
日

よ
り
住
吉
、
玉
津
嶋
の
両
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

七
月
四
日　

当
年
中
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
に
依
り
、
上
下
御
霊
、
北
野

の
三
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

七
月
七
日　

七
夕
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

七
月
十
日　

小
座
敷
に
於
て
管
絃
御
遊
を
行
は
る
。
笙
の
御
所
作
あ
ら
せ

ら
る
。

せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
日　

鳳
笙
吹
始
を
行
は
せ
ら
る
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
竟
つ
て
石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ

ら
せ
ら
る
。

正
月
十
三
日　

小
御
所
に
出
御
、
諸
礼
を
行
は
る
。

正
月
十
四
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
五
日　

御
吉
書
三
毬
打
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
を
行
は
る
。
是
よ
り
先
、
鶴
庖
丁
あ
り
。
出
御
あ

ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
延
引
せ
ら
る
。

二
月
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
二
十
九
日　

御
厄
年
に
依
り
、
明
朔
日
よ
り
春
日
社
に
御
祈
祷
を
仰

せ
附
け
ら
る
。

三
月
一
日　

御
厄
年
に
依
り
、
明
二
日
よ
り
梅
宮
、
稲
荷
、
松
尾
三
社
に

御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

三
月
二
日　

御
厄
年
に
依
り
、
来
七
日
よ
り
熱
田
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
附

け
ら
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。
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体
安
全
、
歌
道
繁
栄
の
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
五
日　

後
桜
町
上
皇
、
禁
裏
に
御
幸
あ
ら
せ
ら
れ
、
古
今
和
歌
集

の
御
伝
授
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
二
十
七
日　

小
御
所
に
於
て
古
今
御
伝
授
竟
宴
和
歌
御
会
を
行
は

る
。
出
御
、
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
十
一
日　

盛
化
門
院
の
御
忌
に
よ
り
、
今
明
両
日
、
般
舟
三
昧
院
に

於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
月
十
七
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
御
遊
を
行
は
る
。
琵
琶
の
御
所
作
あ

ら
せ
ら
る
。

十
月
十
九
日　

宝
暦
甲
戌
暦
錯
誤
あ
る
に
依
り
、
改
暦
宣
下
あ
り
。
次
に

条
事
定
並
に
暦
号
定
を
行
は
る
。

十
月
二
十
日　

国
解
定
文
奏
聞
あ
り
。

十
月
二
十
二
日　

詔
書
履
奏
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ

ら
る
。

十
一
月
五
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
七
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
八
日　

梅
宮
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法

事
を
行
は
る
。

十
一
月
十
三
日　

神
祇
伯
白
川
資
延
第
に
於
て
鎮
魂
祭
の
儀
を
行
は
る
。

七
月
十
一
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

風
の
音
に
お
ど
ろ
か
れ
ぬ
る
一
年
の
半
も
こ
え
し
初
秋
之
空

朝
戸
出
の
袂
に
向
ふ
日
の
影
も
さ
す
る
涼
し
き
秋
の
立
空

七
月
十
二
日　

黒
戸
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
金
光
明
経
、
寿
量
品
を
誦
し

給
ひ
、
念
仏
五
千
反
を
唱
へ
ら
る
。

七
月
十
四
日　

笙
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
れ
、
又
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ

ら
る
。

閏
七
月
十
一
日　

累
月
炎
旱
に
依
り
、
是
日
よ
り
七
箇
日
間
、
七
社
七
寺

に
祈
雨
を
行
は
し
め
ら
る
。

八
月
十
一
日　

上
丁
に
依
り
、
講
義
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
二
日　

来
月
中
旬
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
に
依
り
、
下
上
賀

茂
、
平
野
、
稲
荷
の
四
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

八
月
二
十
三
日　

古
今
和
歌
集
御
伝
授
御
祈
祷
の
為
、
内
侍
所
臨
時
御
神

楽
を
行
は
る
。

八
月
二
十
九
日　

来
月
十
五
日
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
に
依
り
、
来
月
四

日
よ
り
伊
勢
両
宮
、
多
賀
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

八
月
三
十
日　

来
月
十
五
日
、
古
今
和
歌
集
御
伝
授
に
依
り
、
七
日
よ
り

七
箇
日
間
、
播
磨
明
石
月
照
寺
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

九
月
十
日　

古
今
和
歌
集
御
伝
授
に
依
り
、
御
祈
祷
の
為
、
内
侍
所
に
於

て
千
反
楽
を
行
は
れ
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
又
、
春
日
神
社
に

御
法
楽
詠
歌
、
御
撫
物
、
黄
金
を
進
め
ら
れ
、
明
十
一
日
、
玉
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を
拝
し
給
ひ
、
次
に
御
書
始
、
御
読
書
始
あ
ら
せ
ら
る
。
次
に

拝
礼
あ
り
。
左
大
臣
二
条
治
孝
已
下
に
謁
を
賜
ふ
。
次
に
朝
餉

間
に
出
御
、
御
歯
固
の
儀
あ
り
。
次
に
外
任
奏
あ
り
。
是
日
、

元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
中
宮
欣

子
内
親
王
、
年
始
に
依
り
、
参
内
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
四
日　

竜
笛
の
御
所
作
始
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
五
日　

叙
位
披
露
始
を
行
は
る
。
是
日
、
新
年
詠
草
始
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

紫
宸
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
行
は
る
。
杲
助
僧
都
、
自

坊
に
於
て
太
元
帥
法
を
修
す
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
日　

始
め
て
中
宮
御
所
に
渡
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
小
御
所
東
廂
座
に
出
御
あ
ら
せ

ら
る
。
竟
つ
て
石
灰
壇
代
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
三
日　

諸
礼
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
謁
を
賜

ふ
、
小
座
敷
に
於
て
当
座
和
歌
御
会
始
あ
り
。

正
月
十
四
日　

千
秋
万
歳
御
覧
の
儀
を
追
行
せ
ら
る
。

正
月
十
五
日　

御
吉
書
三
毬
打
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
八
日　

小
御
所
前
庭
に
於
て
三
毬
打
を
行
は
る
。
小
座
敷
に
於
て

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

小
御
所
に
於
て
鶴
庖
丁
の
儀
あ
り
。
其
後
、
南
殿
の
前
庭

十
一
月
十
四
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
五
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。

十
一
月
十
九
日　

吉
田
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
五
日　

聖
廟
御
法
楽
和
歌
御
会
を
行
は
る
。
内
々
、
出
御
あ

ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
六
日　

小
御
所
に
於
て
月
次
御
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
笛
の

御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
住
吉
、
玉
津
嶋
両
社
法
楽
和
歌

御
会
を
行
は
る
。

十
一
月
三
十
日　

恭
礼
門
院
の
三
回
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌

寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
二
月
五
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
和

琴
の
御
所
作
あ
り
。

十
二
月
十
日　

来
十
六
日
、
一
事
御
伝
授
に
依
り
、
明
十
一
日
よ
り
石
清

水
、
北
野
、
上
下
御
霊
に
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

十
二
月
十
五
日　

林
丘
寺
元
敝
女
王
の
薨
去
に
依
り
、
今
夜
よ
り
三
箇
日

間
、
物
音
を
停
め
ら
る
。

十
二
月
二
十
二
日　

後
桜
町
上
皇
よ
り
和
歌
一
事
の
御
伝
授
を
受
け
さ
せ

ら
る
。

寛
政
十
年

正
月
一
日　

四
方
拝
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
次
に
柿
本
社
神
影
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二
月
六
日　

黒
戸
間
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
仏
菩
薩
を
拝
せ
ら
る
。

二
月
七
日　

管
絃
の
御
遊
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ

ら
る
。

二
月
十
日　

無
染
亭
に
於
て
管
絃
の
御
遊
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の

御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
十
三
日　

管
絃
の
御
遊
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら

せ
ら
る
。

二
月
十
四
日　

感
冒
、
痰
喘
を
病
ま
せ
ら
る
。

二
月
十
八
日　

不
予
、
全
癒
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
小
座
敷
に
於
て
管
絃

の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
十
九
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
二
十
日　

感
冒
を
病
ま
せ
ら
る
。

二
月
二
十
二
日　

小
御
所
に
於
て
水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
読
上
あ
り
。

二
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

二
月
二
十
五
日　

小
御
所
に
於
て
聖
廟
法
楽
和
歌
読
上
あ
り
。

二
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

二
月
二
十
五
日　

小
御
所
に
於
て
聖
廟
法
楽
和
歌
読
上
あ
り
。
次
に
管
絃

の
御
遊
あ
り
。
笙
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
二
十
七
日　

不
予
、
平
癒
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
一
日　

石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。
常
御
殿
に
於
て
三
社
和

歌
御
法
楽
あ
り
。
次
に
小
座
敷
に
於
て
管
絃
の
御
遊
あ
り
。

笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

に
於
て
舞
楽
あ
り
。
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
日　

小
座
敷
に
於
て
和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
是
日
、
小
御

所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
恵
信
前
大
僧
正
已
下
に
謁
を
賜
ふ
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。

正
月
二
十
二
日　

小
座
敷
に
於
て
水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
読
上
あ
り
。
管
絃

の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
、
御
製
あ
ら

せ
ら
る
。

お
さ
ま
れ
る
千
里
の
春
の
た
の
し
さ
も
ね
に
あ
ら
は
し
て
来
鳴
う
ぐ
ひ

す
正
月
二
十
五
日　

常
御
所
に
於
て
独
吟
聖
廟
法
楽
を
行
は
る
。
又
、
小
座

敷
に
於
て
同
法
楽
和
歌
の
読
上
あ
り
。

正
月
二
十
六
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

正
月
二
十
七
日　

微
恙
に
渉
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
小
御
所
に
於
て
当
座
和

歌
御
会
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

二
月
二
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。
是
日
、
不
予
、
平
癒
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
三
日　

上
丁
に
よ
り
、
小
座
敷
に
於
て
聖
像
を
拝
し
給
ふ
。
小
御
所

に
於
て
講
談
あ
り
。

二
月
四
日　

管
絃
の
御
遊
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。
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三
月
二
十
六
日　

小
御
所
東
廂
に
於
て
御
楽
始
を
行
は
る
。
出
御
、
琵
琶

の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
七
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

三
月
二
十
八
日　

小
座
敷
に
於
て
管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所

作
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
三
十
日　

石
見
、
播
磨
両
国
の
柿
本
社
に
各
五
十
首
和
歌
並
に
黄
金

二
十
両
を
奉
納
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
一
日　

石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。
当
座
和
歌
御
会
を
行
は

る
。

四
月
三
日　

客
年
九
月
の
古
今
和
歌
集
灌
頂
無
異
の
報
賽
の
為
に
是
日
よ

り
三
箇
夜
、
内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
御
拝
あ

ら
せ
ら
る
。
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
十
一
日　

石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
れ
、
次
に
賢
所
に
詣
で
給

ひ
、
御
法
楽
和
歌
を
講
ぜ
ら
る
。

四
月
十
三
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

四
月
十
五
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
十
六
日　

管
絃
の
合
奏
あ
り
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

四
月
十
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
十
八
日　

石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。
還
御
の
後
、
三
社
御

法
楽
あ
り
。
次
に
管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ

ら
せ
ら
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。
小
座
敷
に
於
て
和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

三
月
四
日　

無
染
亭
に
出
題
、
桜
花
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
五
日　

小
座
敷
に
於
て
管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ

ら
せ
ら
る
。

三
月
七
日　

参
内
殿
の
桜
花
を
賞
せ
ら
る
。

三
月
十
三
日　

小
座
敷
に
於
て
管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作

あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
十
四
日　

夜
、
別
殿
に
渡
御
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
十
五
日　

内
侍
所
に
御
参
あ
ら
せ
ら
る
。
小
座
敷
に
於
て
当
座
和
歌

御
会
あ
り
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
十
六
日　

内
侍
所
に
御
参
あ
ら
せ
ら
る
。
和
歌
御
法
楽
始
あ
り
。

三
月
十
八
日　

小
御
所
に
於
て
柿
本
人
麻
呂
影
供
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら

せ
ら
る
。

三
月
十
九
日　

涼
所
に
於
て
管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作

あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
一
日　

小
御
所
に
於
て
和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
是
日
、
船

遊
を
行
は
れ
、
夕
、
梅
の
間
に
於
て
牡
丹
花
を
賞
せ
ら
る
。

三
月
二
十
二
日　

小
座
敷
に
於
て
管
絃
の
御
遊
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
琵

琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

三
月
二
十
五
日　

聖
廟
法
楽
和
歌
を
行
は
る
。
次
に
小
座
敷
に
於
て
管
絃

の
御
遊
あ
り
。
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。
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五
月
八
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
十
三
日　

管
絃
の
合
奏
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
十
五
日　

三
社
法
楽
和
歌
御
会
あ
り
。
又
、
和
歌
当
座
御
会
を
行
は

る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
十
六
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

五
月
十
八
日　

小
御
所
に
於
て
月
次
管
絃
の
御
遊
を
行
は
る
。
笛
の
御
所

作
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
二
十
一
日　

前
内
大
臣
二
条
斉
通
の
薨
由
を
奏
す
。
仍
つ
て
是
夜
よ

り
三
箇
日
間
、
廃
朝
を
仰
せ
出
さ
る
。

五
月
二
十
四
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
二
十
五
日　

聖
廟
法
楽
和
歌
を
行
は
れ
、
次
に
読
上
あ
り
。

五
月
二
十
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

五
月
二
十
八
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。
次
に
管
絃
の
御
遊
あ
り
。

笙
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
二
日　

御
祖
父
摩
尼
浄
院
宮
の
忌
日
に
依
り
、
黒
戸
に
渡
御
、
念
仏

を
唱
へ
給
ふ
。
又
、
楊
弓
の
興
を
妙
法
院
宮
と
共
に
行
は
せ
ら

る
。

六
月
三
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
五
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
六
日　

嵯
峨
清
涼
教
寺
の
本
尊
釈
迦
牟
尼
仏
像
を
参
内
殿
に
迎
へ
て

之
を
拝
せ
ら
る
。

四
月
二
十
日　

内
々
、
和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
一
日　

石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
れ
、
次
に
賢
所
に
詣
で

給
ひ
、
祈
念
あ
ら
せ
ら
る
。
管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
琵

琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
二
日　

水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
の
読
上
あ
り
。
是
日
、
官
位
宣
下

あ
り
。

四
月
二
十
三
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

四
月
二
十
五
日　

聖
廟
法
楽
和
歌
読
上
あ
り
。
和
歌
当
座
御
会
を
行
は

る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
六
日　

月
次
管
絃
御
遊
あ
り
。
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
七
日　

小
御
所
に
出
御
、
僧
侶
に
謁
を
賜
ふ
。
夜
、
別
殿
に
渡

御
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
八
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ

ら
る
。

四
月
二
十
九
日　

黒
戸
に
渡
御
、
金
光
明
経
、
寿
量
品
を
誦
せ
ら
れ
、
名

号
を
唱
へ
給
ふ
。

五
月
一
日　

石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。
管
絃
の
御
遊
あ
り
。

笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
四
日　

管
絃
の
合
奏
あ
り
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

五
月
五
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。
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ら
せ
ら
る
。

七
月
六
日　

自
在
王
院
宮
正
忌
追
善
の
為
、
管
絃
を
行
は
る
。

七
月
七
日　

七
夕
和
歌
御
会
を
行
は
る
。
次
に
管
絃
を
行
は
る
。
笙
、

笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

七
月
八
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

七
月
十
一
日　

管
絃
の
御
遊
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ

ら
る
。

七
月
十
六
日　

歯
痛
あ
ら
せ
ら
る
。

七
月
十
七
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。

七
月
十
八
日　

御
霊
社
の
神
輿
渡
御
あ
り
。
朔
平
門
代
下
に
て
遥
拝
あ
ら

せ
ら
る
。

七
月
十
九
日　

任
大
臣
宣
下
あ
り
。
権
大
納
言
徳
大
寺
実
祖
を
内
大
臣
に

任
ず
。

七
月
二
十
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

七
月
二
十
二
日　

水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
の
読
上
あ
り
。

七
月
二
十
三
日　

管
絃
の
合
奏
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ

ら
せ
ら
る
。

七
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

七
月
二
十
五
日　

聖
廟
法
楽
和
歌
の
読
上
あ
り
。

七
月
二
十
六
日　

小
御
所
に
於
て
和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

七
月
二
十
八
日　

月
次
管
絃
の
御
遊
を
行
は
る
。
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

六
月
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

六
月
八
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
十
日　

夜
、
別
殿
に
渡
御
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
十
一
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
十
二
日　

仏
光
寺
伝
来
の
親
鸞
聖
人
六
字
名
号
並
に
後
水
尾
、
後
西

両
天
皇
の
宸
筆
名
号
、
親
鸞
伝
記
等
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
十
三
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

六
月
十
四
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

六
月
十
七
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

六
月
十
九
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
二
十
二
日　

去
五
月
及
び
当
月
分
の
水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
の
読
上
あ

り
。

六
月
二
十
三
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

六
月
二
十
四
日
、
月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

六
月
二
十
五
日　

聖
廟
法
楽
五
十
首
和
歌
の
読
上
あ
り
。

六
月
二
十
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

六
月
二
十
八
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
二
十
九
日　

六
月
祓
を
行
は
る
。

七
月
一
日　

小
座
敷
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
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八
月
二
十
八
日　

月
次
管
絃
御
遊
を
行
は
る
。
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

八
月
二
十
九
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

九
月
二
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
三
日　

夜
、
別
殿
に
渡
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
九
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
南
殿
南
廂
東
一
間
に
御
拝
の

座
を
設
け
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。
竟
つ
て
内
侍
所
に
出
御
あ
ら

せ
ら
る
。

九
月
十
三
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

九
月
十
四
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
五
日　

小
座
敷
に
於
て
伊
勢
物
語
を
講
じ
給
ふ
。
是
日
、
三
社
御

法
楽
あ
り
。

九
月
十
六
日　

小
御
所
前
庭
に
於
て
後
桜
町
上
皇
並
に
中
宮
欣
子
内
親
王

と
共
に
舞
楽
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
二
十
日　

前
権
大
納
言
従
一
位
日
野
資
枝
に
伊
勢
物
語
を
御
伝
授
あ

ら
せ
ら
る
。

九
月
二
十
二
日　

古
今
和
歌
集
御
伝
授
を
無
異
済
ま
せ
ら
れ
た
る
御
奉
賽

の
為
、
水
無
瀬
宮
奉
納
和
歌
御
会
を
行
は
る
。
御
出
題
、
御
製

あ
ら
せ
ら
る
。
次
に
法
楽
和
歌
の
読
上
あ
り
。
次
に
和
歌
当
座

御
会
を
行
は
る
。

七
月
二
十
九
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
四
日　

歯
痛
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
十
日　

管
絃
の
合
奏
あ
り
。
笙
、
箏
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

八
月
十
一
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
十
二
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
十
三
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
十
四
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。
是
夜
、
清
涼
殿
に
出
御
、
観

月
あ
ら
せ
ら
る
。
ま
た
、
学
問
所
代
に
於
て
和
歌
当
座
御
会
を

行
は
る
。

八
月
十
六
日　

中
丁
に
依
り
、
小
御
所
に
於
て
講
釈
あ
り
。

八
月
十
八
日　

御
霊
社
神
幸
あ
り
。
神
輿
を
朔
平
門
代
下
に
於
て
拝
せ
ら

る
。

八
月
十
九
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
二
十
一
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

八
月
二
十
二
日　

水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
の
読
上
あ
り
。
和
歌
当
座
御
会
を

行
は
る
。

八
月
二
十
四
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

八
月
二
十
五
日　

聖
廟
法
楽
和
歌
の
読
上
あ
り
。
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十
月
十
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

十
月
十
日　

盛
化
門
院
の
御
正
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法
事

を
行
は
る
。
又
、
山
陵
を
遥
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
十
三
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

十
月
十
四
日　

御
学
問
所
代
に
於
て
和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

十
月
十
五
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
十
七
日　

管
絃
の
御
遊
あ
り
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
二
十
日　

小
御
所
に
於
て
月
次
管
絃
御
遊
あ
り
。
箏
の
御
所
作
あ
ら

せ
ら
る
。

十
月
二
十
二
日　

水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
の
読
上
あ
り
。
是
夜
よ
り
感
冒
を

病
ま
せ
ら
る
。

十
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

十
月
二
十
六
日　

感
冒
平
癒
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
和
歌
当
座
御
会
を
行

は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
二
十
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
二
十
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
奉
為
に
、
内
々
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て

御
法
事
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

是
日
、
春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
四
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。
又
、
和
歌
当

座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
日
吉
社
正
遷

九
月
二
十
四
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
御
出
題
あ
り
。
次
に
月
次

和
歌
御
会
を
行
は
る
。

九
月
二
十
五
日　

聖
廟
法
楽
和
歌
御
会
あ
り
。
次
に
読
上
あ
り
。
管
絃
御

遊
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
二
十
八
日　

月
次
管
絃
御
遊
を
行
は
る
。
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

十
月
一
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
二
日　

管
絃
御
遊
を
行
は
る
。
笙
、
笛
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

十
月
三
日　

涼
所
に
於
て
酒
宴
を
催
し
給
ふ
。

十
月
四
日　

管
絃
御
遊
を
行
は
る
。
笙
、
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
五
日　

石
灰
壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。
管
絃
の
御
遊
を
行
は

る
。
笙
、
笛
、
箏
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
六
日　

妙
法
院
伝
来
の
託
摩
筆
文
殊
菩
薩
の
像
を
拝
せ
ら
る
。

十
月
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
山

門
根
本
中
堂
入
仏
供
養
日
時
勘
文
に
御
爪
点
を
賜
ふ
。

十
月
八
日　

御
養
母
盛
化
門
院
の
正
忌
逮
夜
に
依
り
、
黒
戸
に
あ
ら
せ
ら

れ
、
名
号
三
千
反
を
唱
へ
ら
る
。

十
月
九
日　

御
養
母
盛
化
門
院
の
正
忌
に
依
り
、
黒
戸
に
出
御
あ
ら
せ
ら

れ
、
金
光
明
経
、
寿
量
品
を
誦
し
、
念
仏
七
千
反
を
唱
へ
給

ふ
。
又
、
常
御
殿
南
簀
子
に
於
て
盛
化
門
院
の
御
陵
を
遥
拝
し

給
ふ
。
是
日
、
玄
猪
の
儀
あ
り
。
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寛
政
十
一
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
五
日　

披
露
始
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
の
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太

元
帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
あ
り
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

弾
琴
も
ふ
く
ふ
え
た
け
も
新
し
き
年
の
は
じ
め
の
こ
え
し
良
遍
筒

正
月
二
十
六
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

二
月
八
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
十
日　

来
月
七
日
、
役
小
角
千
百
年
遠
忌
に
依
り
、
箕
面
山
に
於
て

勅
会
を
行
は
る
。
是
日
、
勅
使
少
納
言
東
坊
城
尚
長
を
聖
護
院

に
遣
さ
れ
、
神
変
大
菩
薩
号
を
賜
ふ
。

二
月
十
三
日　

御
厄
年
に
依
り
、
御
祈
祷
の
為
、
伊
勢
神
宮
並
に
多
賀
社

に
御
使
を
遣
さ
る
。

二
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

宮
を
行
は
る
。

十
一
月
七
日　

是
日
よ
り
、
詠
歌
大
概
の
読
合
を
行
は
る
。

十
一
月
八
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法

事
を
行
は
る
。

十
一
月
十
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
一
日　

詠
歌
大
概
の
読
合
あ
り
。

十
一
月
十
三
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
是
日
、
吉
田
祭
を
行
は

る
。

十
一
月
十
四
日　

詠
歌
大
概
の
読
合
を
行
は
る
。

十
一
月
十
五
日　

賢
所
和
歌
御
法
楽
並
に
三
社
和
歌
御
法
楽
を
行
は
る
。

十
一
月
十
六
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
八
日　

是
夜
よ
り
新
嘗
祭
至
斎
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
日　

中
和
院
代
に
行
幸
、
新
嘗
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
七
日　

小
御
所
に
於
て
御
楽
を
行
は
る
。

十
二
月
十
三
日　

任
大
臣
宣
下
あ
り
。
権
大
納
言
今
出
川
実
種
を
内
大
臣

に
任
ず
。

十
二
月
十
五
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。

十
二
月
二
十
四
日　

小
御
所
に
於
て
御
楽
を
行
は
る
。
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る
。

八
月
十
一
日　

小
御
所
に
於
て
中
丁
御
会
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
五
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。

九
月
八
日　

菊
綿
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

九
月
二
十
七
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。

十
月
十
日　

盛
化
門
院
の
十
七
回
忌
御
法
事
の
為
、
是
日
よ
り
三
箇
日

間
、
禁
中
に
於
て
懺
法
講
を
行
は
る
。
毎
日
、
出
御
、
聴
聞
あ

ら
せ
ら
る
。

十
月
十
一
日　

盛
化
門
院
の
十
七
回
忌
に
依
り
、
今
明
両
日
、
般
舟
三
昧

院
並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
月
十
六
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
月
二
十
三
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
次
に
御
禊
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ

ら
る
。

十
一
月
二
日　

新
嘗
祭
小
忌
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
経
供

養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
三
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
四
日　

解
斎
藤
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ

ら
せ
ら
る
。

二
月
二
十
五
日　

聖
廟
法
楽
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

二
月
二
十
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

三
月
七
日　

神
変
大
菩
薩
千
百
年
忌
に
依
り
、
箕
面
山
滝
安
寺
に
於
て
法

華
懺
法
を
行
は
る
。
奉
行
と
し
て
烏
丸
資
薫
、
参
向
す
。

三
月
十
六
日　

任
大
臣
宣
下
あ
り
。
権
大
納
言
近
衛
基
前
を
内
大
臣
に
任

ず
。

三
月
十
八
日　

御
厄
年
に
依
り
、
賀
茂
下
上
社
に
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら

る
。

三
月
二
十
四
日　

権
中
納
言
飛
鳥
井
雅
威
に
三
部
抄
の
御
伝
授
あ
ら
せ
ら

る
。
是
日
、
日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

三
月
三
十
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

四
月
二
十
一
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
三
日　

桜
町
天
皇
の
五
十
回
聖
忌
依
り
、
仙
洞
御
所
に
於
て
御

法
事
を
修
せ
ら
る
。
仍
つ
て
是
日
、
常
赦
を
行
は
る
。

六
月
二
十
五
日　

前
右
大
臣
近
衛
経
熙
、
薨
ず
。
仍
つ
て
三
箇
日
間
の
廃

朝
、
仰
せ
出
さ
る
。

七
月
十
二
日　

桃
園
天
皇
の
内
々
の
聖
忌
に
依
り
、
泉
涌
寺
に
於
て
御
法

事
を
行
は
る
。

是
月　

是
よ
り
先
、
後
桜
町
上
皇
よ
り
御
消
息
を
賜
は
ら
せ
ら
る
。
仍
つ

て
御
返
書
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
五
日　

輪
王
寺
宮
公
澄
親
王
、
御
暇
乞
の
為
、
参
内
に
依
り
、
饗
応

と
し
て
舞
楽
を
小
御
所
前
庭
に
行
は
れ
、
共
に
御
覧
あ
ら
せ
ら
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蒼
生
を
お
ほ
ふ
袂
に
あ
ま
る
う
れ
し
さ
は
国
安
き
て
ふ
い
く
千
々
の
は

る
二
月
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
二
十
三
日　

皇
后
欣
子
内
親
王
、
新
誕
の
皇
子
《
温
仁
親
王
》
と
共

に
参
内
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
一
日　

禁
中
渡
殿
に
於
て
桜
花
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
七
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

三
月
三
十
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
二
日　

是
日
よ
り
先
、
本
月
四
日
、
儲
君
温
仁
親
王
、
薨
ず
。
仍

つ
て
禁
中
触
穢
な
り
。

四
月
十
五
日　

賀
茂
祭
、
社
家
に
附
せ
ら
る
。
禁
中
触
穢
に
依
り
て
な

り
。

閏
四
月
二
十
一
日　

触
穢
竟
清
祓
を
行
は
る
。

五
月
三
十
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。

七
月
二
十
八
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
十
七
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。

八
月
二
十
六
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。

九
月
三
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
笛
の
御
所
作
あ
ら

せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
三
日　

清
涼
殿
に
出
御
、
月
を
賞
せ
ら
る
。

十
一
月
十
八
日　

春
日
祭
を
追
行
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
四
日　

公
宴
月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
六
日　

後
桜
町
上
皇
の
六
十
の
算
賀
を
行
は
せ
ら
る
。
仍
つ

て
上
皇
、
内
裏
に
御
幸
あ
ら
せ
ら
る
。
常
御
殿
南
庭
に
於
て
舞

楽
の
興
あ
り
。

十
二
月
二
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
二
十
二
日　

前
右
大
臣
西
園
寺
賞
季
、
薨
ず
。
仍
て
是
日
よ
り
三

箇
日
間
の
廃
朝
、
仰
せ
出
さ
る
。

寛
政
十
二
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

小
御
所
に
於
て
和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
出
御
、
御
製

あ
ら
せ
ら
る
。
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正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
五
日　

改
元
日
限
、
来
二
月
五
日
に
御
治
定
に
依
り
、
御
祈
祷
の

為
、
内
侍
所
に
御
鈴
、
供
米
を
献
進
せ
ら
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
あ
り
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
、
御
製
あ
ら

せ
ら
る
。

ま
ち
え
た
る
ひ
と
の
こ
ゝ
ろ
の
春
よ
り
や
花
も
か
す
み
も
に
ほ
ひ
そ
む

ら
む

正
月
二
十
六
日　

国
解
並
に
年
号
勘
文
等
の
奏
聞
あ
り
。

正
月
二
十
七
日　

摂
津
国
西
成
郡
天
満
宮
正
遷
宮
日
時
定
あ
り
。

二
月
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
二
日　

条
事
定
を
行
は
る
。

二
月
五
日　

辛
酉
革
命
並
に
元
号
定
あ
り
。
寛
政
十
三
年
を
改
め
て
享
和

元
年
と
為
す
。
是
日
、
吉
書
御
覧
あ
り
。
又
、
恩
赦
宣
下
あ

九
月
二
十
八
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。

十
月
二
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
月
十
九
日　

参
内
殿
三
間
に
於
て
仕
舞
囃
子
を
行
は
る
。

九
月
二
十
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
次
に
御
禊
あ
り
。

十
一
月
五
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
経

供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
三
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
四
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら

せ
ら
る
。

十
一
月
十
八
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
二
月
二
日　

御
三
間
、
御
献
間
の
上
棟
を
行
は
る
。

十
二
月
十
日　

正
三
位
風
早
実
秋
に
天
仁
遠
波
を
御
伝
授
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
六
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

笛
の
御
所
作
あ
り
。

十
二
月
二
十
三
日　

明
年
の
辛
酉
革
命
勘
者
宣
下
あ
り
。

十
二
月
二
十
七
日　

辛
酉
革
命
諸
道
勘
文
並
に
外
記
勘
例
等
の
奏
聞
あ

り
。

是
日　

年
号
勘
者
宣
下
あ
り
。

寛
政
十
三
年
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五
月
二
十
二
日　

鴨
御
祖
社
仮
殿
立
柱
上
棟
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

六
月
二
十
二
日　

前
内
大
臣
従
一
位
今
出
川
実
種
、
薨
ず
。
仍
つ
て
是
日

よ
り
三
箇
日
、
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。
又
、
三
箇
日
間
、
物
音
を

停
め
ら
る
。

七
月
十
七
日　

鴨
御
祖
社
立
柱
上
棟
、
別
雷
社
仮
殿
立
柱
上
棟
の
日
時
定

を
行
は
る
。

七
月
二
十
八
日　

貴
布
禰
社
立
柱
上
棟
日
時
定
を
行
は
る
。

八
月
五
日　

御
有
卦
の
賀
を
行
は
る
。
諸
臣
、
物
を
献
ず
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
十
六
日　

河
合
社
立
柱
上
棟
日
時
定
を
行
は
る
。

八
月
二
十
六
日　

御
有
卦
の
賀
と
し
て
小
御
所
前
庭
に
於
て
舞
楽
御
覧
あ

り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
日　

伊
勢
神
宮
に
御
製
の
和
歌
を
奉
納
あ
ら
せ
ら
る
る
に
依
り
、

是
日
、
藤
波
季
忠
邸
に
御
使
を
以
て
辛
櫃
を
遣
さ
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
七
日　

貴
布
禰
社
仮
殿
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

九
月
十
九
日　

参
内
殿
に
出
御
、
桜
花
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
二
十
一
日　

賀
茂
別
雷
社
仮
殿
遷
宮
、
正
殿
立
柱
上
棟
等
の
日
時
定

を
行
は
る
。

十
月
八
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
是
夜
御
禊
あ
り
。

十
一
月
二
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

り
。

享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）

二
月
八
日　

詔
書
覆
奏
の
儀
あ
り
。
朝
餉
間
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
十
三
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

二
月
二
十
七
日　

成
不
動
院
宮
《
温
仁
親
王
》
の
一
周
忌
に
依
り
、
泉
涌

寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。
是
よ
り
先
、
逮
夜
に
御
代
香
と

し
て
同
寺
に
久
世
通
理
を
遣
さ
る
。

三
月
二
日　

伊
勢
両
宮
臨
時
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

三
月
七
日　

小
安
殿
代
の
清
祓
を
行
は
る
。

三
月
十
四
日　

伊
勢
両
宮
の
宣
命
を
朝
餉
間
に
於
て
宸
書
あ
ら
せ
ら
る
。

是
日
、
伊
勢
公
卿
勅
使
発
遣
の
儀
あ
り
。
小
安
殿
に
出
御
、
御

拝
あ
ら
せ
ら
る
。
是
夜
よ
り
二
十
日
夜
に
亙
り
、
毎
夜
、
東
庭

に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
れ
、
次
に
内
侍
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら

る
。

三
月
二
十
八
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
五
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。
出
御
、
使
馬
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
八
日　

賀
茂
下
上
社
造
替
木
作
始
日
時
定
を
行
は
る
。

五
月
十
三
日　

貴
布
禰
社
造
替
木
作
始
日
時
定
を
行
は
る
。

五
月
十
六
日　

河
合
社
造
替
木
作
始
日
時
定
を
行
は
る
。

五
月
十
八
日　

片
岡
社
仮
殿
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

五
月
二
十
日　

河
合
社
仮
殿
立
柱
上
棟
遷
宮
、
御
蔭
社
仮
殿
遷
宮
の
日
時

定
を
行
は
る
。
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宣
命
草
清
書
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
貴
布
禰
奥
社
正
遷

宮
を
行
は
る
。

十
二
月
七
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
和
琴
の
御
所
作

あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
日　

夜
、
鴨
御
祖
社
正
遷
宮
を
行
は
る
。
是
よ
り
先
、
鴨
御
祖

社
正
遷
宮
奉
幣
使
定
並
に
発
遣
あ
り
。
東
庭
に
於
て
御
拝
あ
ら

せ
ら
る
。

十
二
月
十
一
日　

河
合
社
正
遷
宮
を
行
は
る
。

十
二
月
十
三
日　

是
日
よ
り
七
箇
日
間
、
南
殿
に
於
て
不
動
法
を
行
は

る
。
辛
酉
革
命
御
祈
に
依
り
て
な
り
。

十
二
月
十
五
日　

三
間
に
於
て
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

十
二
月
十
六
日　

是
日
よ
り
七
箇
日
間
、
三
宝
院
本
坊
に
於
て
五
大
虚
空

蔵
菩
薩
法
を
修
せ
ら
る
。
辛
酉
革
命
御
祈
に
依
り
て
な
り
。

享
和
二
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
小
朝
拝
を
行
は
る
。
次
に
元

日
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

十
一
月
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
八
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
九
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら

せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

賀
茂
別
雷
社
、
片
岡
社
、
貴
布
禰
社
等
の
正
遷
宮
日

時
定
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
三
日　

辛
酉
革
命
に
依
り
、
今
夜
よ
り
三
箇
夜
に
亙
り
、
内

侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
れ
、
毎
夜
、
出
御
、
笛
の
御
所
作
あ

ら
せ
ら
る
。

是
日　

新
宮
社
、
太
田
社
、
若
宮
社
、
奈
良
社
、
沢
田
社
、
氏
神
社
等
の

正
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
六
日　

賀
茂
別
雷
社
正
遷
宮
奉
幣
発
遣
使
定
を
行
は
る
。
朝

餉
間
に
於
て
宣
命
草
書
御
覧
あ
り
、
是
夜
、
東
庭
に
於
て
御
拝

あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
九
日　

恭
礼
門
院
の
七
回
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に

泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
二
月
一
日　

片
岡
社
正
遷
宮
を
行
は
る
。

十
二
月
三
日　

鴨
御
祖
社
、
御
蔭
社
、
河
合
社
等
の
正
遷
宮
日
時
定
を
行

は
る
。

是
日　

鴨
御
祖
社
新
殿
立
御
帳
台
日
時
定
、
比
良
木
社
、
貴
布
禰
社
、
三

所
社
等
の
正
遷
宮
日
時
定
等
を
行
は
る
。

十
二
月
五
日　

貴
布
禰
社
正
遷
宮
奉
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
朝
餉
間
に
於
て
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九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
四
日　

一
品
邦
頼
親
王
の
薨
由
を
奏
す
。
仍
つ
て
是
日
よ
り
三
箇

日
間
の
廃
朝
仰
せ
出
さ
れ
、
物
音
を
停
め
ら
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
五
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
八
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
四
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
五
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ

ら
せ
ら
る
。

十
二
月
七
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
笛
の
御
所
作
あ

ら
せ
ら
る
。

享
和
三
年

正
月
一
日　

四
方
拝
並
に
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
紫
宸

殿
、
承
明
門
等
の
額
を
掲
ぐ
。
諸
博
士
岡
本
保
考
、
之
を
書

す
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
、
御
製
あ
ら
せ

ら
る
。

山
本
は
か
す
む
そ
な
た
の
江
の
波
に
あ
ま
の
を
ぶ
ね
も
こ
ぎ
わ
た
る
見

ゆ
二
月
七
日　

伊
勢
両
宮
造
替
山
口
祭
日
時
定
を
行
は
る
。
是
日
、
春
日
祭

を
行
は
る
。

二
月
十
五
日　

北
野
天
満
宮
九
百
年
神
忌
に
依
り
、
社
頭
に
於
て
勅
会
を

行
は
る
。

二
月
二
十
日　

頃
日
、
耳
疾
あ
ら
せ
る
る
に
依
り
、
内
侍
所
に
於
て
御
平

癒
の
御
祈
祷
を
行
は
る
。

三
月
七
日　

南
殿
の
桜
花
を
御
覧
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
八
日　

御
風
気
に
亙
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
四
日　

御
楽
始
め
を
行
は
る
。

三
月
二
十
八
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
二
十
一
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

七
月
二
十
六
日　

陰
陽
頭
土
御
門
泰
栄
の
第
に
於
て
天
曹
地
府
祭
を
行
は

る
。
勅
使
を
遣
し
て
都
状
を
進
め
ら
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
十
九
日　

小
御
所
に
於
て
中
丁
御
講
釈
を
行
は
る
。
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三
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

三
月
二
十
五
日　

微
恙
に
亙
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
七
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
二
十
一
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

五
月
一
日　

頃
日
、
微
恙
に
亙
ら
せ
ら
る
る
に
依
り
、
内
侍
所
に
御
祈
祷

あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
七
日　

内
々
、
御
楽
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
十
六
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
八
日　

小
御
所
に
於
て
管
絃
を
行
は
る
。
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら

せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
御
拝
竟

り
て
後
、
内
侍
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
三
日　

清
涼
殿
に
出
御
、
観
月
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
小
御
所
に

於
て
和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

九
月
二
十
日　

後
光
明
天
皇
の
百
五
十
回
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並

に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
月
五
日　

後
桃
園
天
皇
の
奉
為
に
禁
裏
に
於
て
五
箇
日
間
、
懺
法
講
を

行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
五
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
二
日　

住
吉
社
、
炎
上
に
依
り
、
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は

る
。
朝
餉
間
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
御
製
あ

り
。

枝
の
ゆ
き
を
と
き
つ
は
る
風
吹
そ
の
に
ほ
ゝ
え
む
梅
の
に
ほ
ひ
そ
め
つ

ゝ
正
月
二
十
六
日　

来
三
月
、
中
務
卿
織
仁
親
王
よ
り
入
木
道
御
伝
授
あ
ら

せ
ら
る
べ
き
旨
、
仰
せ
出
さ
る
。

閏
正
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

二
月
七
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。
是
日
、
伊
勢
両
宮
造
替
木
作
始
日
時
定

を
行
は
る
。
石
灰
壇
に
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

二
月
二
十
七
日　

入
木
道
御
伝
授
日
限
、
来
月
十
日
に
治
定
あ
ら
せ
ら

る
。

三
月
十
三
日　

小
御
所
に
於
て
御
楽
始
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
十
六
日　

内
々
、
猿
楽
御
覧
あ
り
。
後
桜
町
上
皇
、
亦
渡
御
あ
ら
せ

ら
る
。

三
月
十
八
日　

柿
本
神
影
供
を
行
は
る
。

三
月
十
九
日　

中
務
卿
織
仁
親
王
よ
り
入
木
道
御
伝
授
を
受
け
さ
せ
ら

る
。
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正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
二
日　

水
無
瀬
宮
法
楽
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

微
恙
に
亙
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
六
日　

来
月
十
一
日
、
革
令
改
元
定
に
依
り
、
年
号
勘
文
奏
聞

あ
り
。

正
月
二
十
八
日　

和
歌
御
会
始
を
追
行
せ
ら
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

春
の
ひ
か
り
へ
だ
て
な
け
れ
ば
お
く
山
の
お
ど
ろ
の
下
も
雪
や
と
く
ら

む
二
月
三
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

二
月
四
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

二
月
十
一
日　

革
令
定
並
に
改
元
定
を
行
は
る
。
文
化
と
改
元
す
。

文
化
元
年
（
一
八
〇
四
）

二
月
十
二
日　

改
元
に
依
り
、
恩
赦
宣
下
あ
り
。

二
月
十
三
日　

七
社
奉
幣
使
の
御
内
意
を
仰
せ
出
さ
る
。 

二
月
十
四
日　

詔
書
覆
奏
あ
り
。

二
月
十
七
日　

七
社
奉
幣
発
遣
日
時
定
並
に
使
定
を
行
は
る
。

二
月
二
十
四
日　

改
元
奉
告
の
為
、
伊
勢
神
宮
、
石
清
水
、
賀
茂
、
松

尾
、
平
野
、
稲
荷
、
春
日
等
の
七
社
に
奉
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
是
日
、
春
日
祭
を
行
は
る
。

三
月
六
日　

和
歌
御
伝
授
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、
御
祈
祷
の

為
、
御
撫
物
御
壇
料
を
上
御
霊
、
下
御
霊
、
北
野
三
社
に
献
ぜ

ら
る
。

十
一
月
七
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
四
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
五
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。

十
二
月
三
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
庭
火
笛
の
御
所

作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
五
日　

権
中
納
言
久
世
通
根
に
天
仁
遠
波
を
御
伝
授
あ
ら
せ
ら

る
。

十
二
月
十
三
日　

明
年
の
甲
子
革
令
勘
者
宣
下
あ
り
。

十
二
月
十
九
日　

甲
子
革
令
諸
道
勘
文
外
記
勘
例
等
の
奏
聞
あ
り
。

十
二
月
二
十
一
日　

年
号
勘
者
宣
下
あ
り
。

享
和
四
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
小
朝
拝
を
停
む
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
五
日　

披
露
始
あ
り
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。
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せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

南
殿
の
橘
を
栽
ゑ
改
め
ら
る
。
是
年
、
甲
子
革
命
に

よ
り
、
是
夜
よ
り
三
箇
夜
、
内
侍
所
に
於
て
臨
時
御
神
楽
を
行

は
る
。
参
与
に
亙
り
出
御
あ
ら
せ
る
。

十
二
月
五
日　

春
日
社
造
替
木
作
始
、
仮
殿
遷
宮
等
の
日
時
定
を
行
は

る
。

十
二
月
十
日　

石
清
水
社
正
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。
是
夜
、
内
侍
所
臨

時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
和
琴
の
御
所
作
あ

り
。

十
二
月
十
七
日　

石
清
水
社
正
遷
宮
を
行
は
る
。
夜
、
東
庭
に
下
御
、
遥

拝
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
九
日　

参
内
殿
に
於
て
内
々
の
輩
に
仕
舞
を
行
は
し
め
ら
る
。

十
二
月
二
十
一
日　

是
年
、
甲
子
革
令
に
よ
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、

南
殿
に
於
て
不
動
法
を
行
は
る
。

文
化
二
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
小
朝
拝
を
停
め
ら
る
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

三
月
八
日　

権
中
納
言
飛
鳥
井
雅
威
に
伊
勢
物
語
を
御
伝
授
あ
ら
せ
ら

る
。

三
月
十
四
日　

革
令
奉
告
の
為
、
宇
佐
、
香
椎
両
宮
に
奉
幣
使
を
発
遣
せ

ら
る
。

三
月
二
十
六
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
四
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
十
八
日　

小
御
所
に
於
て
柿
本
人
丸
御
影
供
御
会
を
行
は
る
。

五
月
十
九
日　

小
御
所
に
於
て
御
楽
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

十
月
八
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
月
十
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
二
日　

石
清
水
八
幡
宮
造
替
仮
殿
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。
石
灰

壇
に
於
て
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
七
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。
是
夜
、
石
清

水
八
幡
宮
仮
殿
遷
宮
あ
り
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
経

供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
八
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
九
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
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十
月
八
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
月
十
八
日　

御
学
問
所
の
上
棟
を
行
は
る
。

十
月
二
十
三
日　

新
造
御
学
問
所
、
落
成
す
、
仍
つ
て
御
祈
の
為
、
青
蓮

院
尊
真
親
王
を
し
て
不
動
法
を
勤
修
せ
し
め
ら
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
五
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
正
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌
寺

に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
一
月
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
八
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
九
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら

せ
ら
る
。

十
二
月
三
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
六
日　

節
分
な
り
。
別
殿
に
御
せ
ら
る
。

十
二
月
二
十
一
日　

小
御
所
に
於
て
御
楽
あ
り
。
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ

ら
る
。

文
化
三
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
小
朝
拝
を
行
は
れ
ず
。
元
日

節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
四
日　

明
日
、
御
衰
日
に
依
り
、
是
日
、
叙
位
の
事
あ
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

み
ど
り
そ
ふ
ま
つ
に
初
ね
わ
春
や
と
き
花
や
を
そ
き
と
き
ゐ
る
う
ぐ
ひ

す
二
月
十
八
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

三
月
十
七
日　

桓
武
天
皇
の
千
年
聖
忌
に
依
り
、
昨
今
両
日
、
延
暦
寺
に

於
て
勅
会
御
法
事
を
行
は
る
。
是
日
、
御
代
参
を
柏
原
陵
に
遣

さ
る
。

三
月
二
十
五
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

三
月
二
十
六
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

四
月
二
日　

鳥
羽
天
皇
の
六
百
五
十
回
聖
忌
に
依
り
、
竹
田
安
楽
寿
院
に

於
て
御
法
楽
を
行
は
る
。
御
代
参
を
御
廟
所
に
遣
さ
る
。

四
月
二
十
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

六
月
十
九
日　

御
学
問
所
木
造
始
、
地
曳
等
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
七
日　

御
学
問
所
礎
、
立
柱
を
行
は
る
。

九
月
八
日　

春
日
中
社
、
榎
本
社
、
水
屋
社
造
替
木
作
始
、
仮
殿
遷
宮
、

同
立
柱
、
上
棟
、
同
正
遷
宮
の
日
時
定
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

九
月
二
十
日　

来
二
十
四
日
の
四
条
天
皇
尊
像
外
遷
座
の
事
を
仰
せ
出
さ

る
。
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十
一
月
五
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
一
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
小
忌
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
四
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

十
一
月
二
十
五
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

十
二
月
七
日　

是
よ
り
先
、
十
月
中
旬
頃
よ
り
不
予
に
亙
ら
せ
ら
れ
し

が
、
頃
日
、
御
快
方
に
あ
ら
せ
ら
る
る
に
依
り
、
是
日
、
内
々

御
床
払
の
御
祝
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

文
化
四
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
四
日　

明
日
、
御
衰
日
に
依
り
、
是
日
、
叙
位
の
事
あ
り
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
九
日
、
南
殿
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
十
四

日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
あ
り
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
去
冬
よ
り
御
風
咳
に
依
り
、
出
御
あ

ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

き
の
ふ
よ
り
今
日
わ
雪
消
の
そ
ふ
色
と
見
し
も
い
つ
し
か
こ
の
め
は
る

風
二
月
十
八
日　

春
日
祭
を
追
行
せ
ら
る
。

三
月
二
十
四
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
二
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
四
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

七
月
十
二
日　

桃
園
天
皇
の
内
々
の
御
忌
日
に
依
り
、
泉
涌
寺
に
於
て
御

法
事
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
二
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。
共
に
出
御
あ

ら
せ
ら
れ
ず
。
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十
二
月
十
三
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

笛
の
御
所
作
あ
り
。

文
化
五
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。

二
月
三
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

二
月
八
日　

春
日
社
並
に
若
宮
立
柱
上
棟
日
時
定
、
同
正
遷
宮
日
時
定
を

行
は
る
。

是
日　

勅
し
て
太
政
官
印
を
改
鋳
せ
し
め
ら
る
。

二
月
十
八
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
二
十
八
日　

春
日
社
、
若
宮
社
正
遷
宮
を
行
は
る
。

三
月
十
五
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

こ
ほ
り
と
く
江
の
水
あ
を
し
う
き
草
に
か
も
め
も
ね
ふ
る
な
み
の
は
る

風
正
月
二
十
七
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。

二
月
二
十
四
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

三
月
二
十
五
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
三
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

七
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

九
月
二
十
八
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
十
日　

盛
化
門
院
の
二
十
五
回
忌
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、

清
涼
殿
に
於
て
懺
法
講
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
七
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
八
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
九
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら

せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
九
日　

恭
礼
門
院
の
十
三
回
忌
に
依
り
、
今
明
両
日
、
妙
法

院
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。
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十
一
月
十
九
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら

せ
ら
れ
ず
。

十
一
月
二
十
八
日　

御
楽
を
行
は
る
。

十
二
月
三
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
笛

の
御
所
作
あ
り
。

是
日　

伊
勢
両
宮
造
替
地
曳
日
時
定
を
行
は
る
。

十
二
月
四
日　

伊
勢
両
宮
造
替
立
柱
上
棟
日
時
定
を
行
は
る
。

十
二
月
十
日　

御
楽
を
行
は
る
。

十
二
月
十
六
日　

東
山
天
皇
の
百
回
聖
忌
に
依
り
、
今
明
両
日
、
般
舟
三

昧
院
並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

文
化
六
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
五
日　

三
毬
打
あ
り
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

三
月
二
十
四
日　

内
々
、
舞
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
六
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
日　

頃
日
、
不
予
に
亙
ら
せ
ら
る
。

四
月
十
九
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

六
月
二
十
六
日　

内
宮
別
宮
造
替
木
作
始
日
時
定
を
行
は
る
。

七
月
四
日　

永
皎
女
王
、
薨
ず
。
仍
つ
て
三
箇
日
間
、
廃
朝
あ
ら
せ
ら

る
。

七
月
七
日　

七
夕
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

九
月
七
日　

内
宮
別
宮
滝
原
宮
、
並
宮
、
伊
雑
宮
等
の
正
遷
宮
日
時
定
を

行
は
る
。

九
月
十
日　

内
侍
所
御
搦
に
依
り
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
六
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
二
十
七
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

十
月
二
十
一
日　

小
御
所
に
於
て
大
曲
御
調
合
を
行
は
る
。
笛
の
御
所
作

あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
五
日　

新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
八
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
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あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
一
日　

皇
大
神
宮
正
遷
宮
に
依
り
、
東
庭
に
下
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら

る
。

九
月
四
日　

豊
受
大
神
宮
正
遷
宮
に
依
り
、
東
庭
に
下
御
、
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
四
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
三
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
四
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
五
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
笛

の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
四
日　

後
桜
町
上
皇
の
七
十
の
算
賀
を
行
は
る
。
内
裏
御
学
問

所
南
庭
に
於
て
舞
楽
の
興
あ
り
。
上
皇
、
之
に
御
幸
あ
ら
せ
ら

る
。

文
化
七
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
小
朝
拝
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節

会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
是
日
、
東
宮
、
拝
覲
す
。
仍
つ
て
出

御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
当
座
御
会
始
を
行
は
る
。
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

こ
え
の
色
に
小
枝
の
霜
も
と
け
ぬ
べ
し
竹
の
葉
や
ま
の
は
る
の
う
ぐ
ひ

す
二
月
十
八
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
三
十
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。

三
月
十
日　

立
坊
に
依
り
、
七
箇
日
間
、
七
社
七
寺
御
祈
を
行
は
し
め
ら

る
。

三
月
二
十
四
日　

恵
仁
親
王
を
立
て
て
皇
太
子
と
為
ら
る
。
是
日
、
立
太

子
節
会
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
八
日　

伊
勢
両
宮
別
宮
造
替
日
時
定
並
に
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日

時
定
を
行
は
る
。

四
月
七
日　

皇
太
子
、
拝
覲
す
。
御
対
面
あ
ら
せ
ら
る
。

四
月
二
十
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
二
十
六
日　

内
々
、
能
御
覧
あ
り
。
後
桜
町
上
皇
、
亦
臨
御
あ
ら
せ

ら
る
。

五
月
二
十
九
日　

多
祉
宮
の
薨
去
に
依
り
、
三
箇
日
間
、
物
音
を
停
め
ら

る
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
五
日　

伊
勢
一
社
奉
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
南
殿
に
出
御
、
御
拝
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死
去
す
。
仍
つ
て
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、
物
音
を
停
め
ら
る
。

六
月
十
八
日　

祇
園
御
霊
会
を
行
は
る
。

六
月
二
十
四
日　

内
侍
所
仮
殿
上
棟
日
時
定
を
行
は
る
。

七
月
三
日　

内
侍
所
仮
殿
上
棟
を
行
は
る
。

七
月
六
日　

皇
考
典
仁
親
王
十
七
回
忌
に
依
り
、
蘆
山
寺
に
於
て
御
法
会

を
行
は
る
。

七
月
二
十
日　

伊
勢
両
宮
別
宮
の
正
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
十
日　

内
侍
所
仮
殿
渡
御
日
時
定
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
十
九
日　

内
侍
所
仮
殿
渡
御
を
行
は
る
。
東
庭
に
下
御
あ
ら
せ
ら

る
。

八
月
二
十
四
日　

内
侍
所
仮
殿
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
、
笛
の
御
所
作

あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
四
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
五
日　

参
議
左
近
衛
権
中
将
徳
川
治
紀
、
上
表
し
て
大
日
本
史
を

進
献
す
。

十
一
月
十
三
日　

内
侍
所
本
殿
渡
御
日
時
定
を
行
は
る
。

十
一
月
十
六
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
七
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
出
御
、
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

す
む
田
鶴
の
た
て
る
姿
も
も
ろ
声
も
さ
ら
に
ゆ
た
け
き
は
つ
は
る
の
庭

正
月
二
十
七
日　

当
座
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

二
月
二
十
四
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。

三
月
十
三
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

三
月
二
十
八
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
八
日　

内
侍
所
仮
殿
木
造
始
を
行
は
る
。

四
月
十
四
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
六
日　

内
々
、
御
囃
子
能
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
二
十
六
日　

内
々
、
御
囃
子
能
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
十
八
日　

内
侍
所
仮
殿
地
曳
礎
立
柱
を
行
は
る
。

五
月
二
十
一
日　

管
絃
御
会
を
行
は
る
。
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
二
十
五
日　

瘡
を
病
ま
せ
ら
る
。

六
月
一
日　

是
よ
り
先
、
五
月
二
十
日
、
権
大
納
言
徳
川
家
慶
の
生
母
、
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正
月
二
十
二
日　

円
光
大
師
六
百
年
遠
忌
に
依
り
、
知
恩
院
に
於
て
勅
会

を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
五
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

閏
二
月
七
日　

和
歌
当
座
御
会
始
を
行
は
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。

三
月
十
六
日　

東
宮
恵
仁
親
王
、
御
元
服
の
儀
を
行
は
せ
ら
る
る
に
依

り
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
日　

東
宮
御
元
服
の
詔
書
覆
奏
あ
り
。

三
月
二
十
五
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
四
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

七
月
十
二
日　

桃
園
天
皇
の
内
々
の
御
忌
日
に
依
り
、
泉
涌
寺
に
於
て
御

法
事
を
行
は
る
。

七
月
二
十
一
日　

桃
園
天
皇
の
五
十
回
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に

泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
十
日　

当
座
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
十
六
日　

当
座
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
五
日　

陰
陽
頭
土
御
門
晴
親
の
第
に
於
て
三
万
六
千
神
御
祭
御

祈
を
行
は
る
。
都
状
を
進
献
せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
二
月
七
日　

内
侍
所
、
本
殿
に
渡
御
あ
ら
せ
ら
る
。
仍
つ
て
東
庭
に
下

御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
四
日　

今
夜
よ
り
内
侍
所
臨
時
三
箇
夜
の
御
神
楽
を
行
は
る
。

出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
二
十
六
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら

る
。

文
化
八
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
八
日　

円
光
大
師
の
遠
忌
に
依
り
、
勅
使
西
洞
院
信
順
を
知
恩
院

に
遣
さ
れ
、
勅
し
て
、
弘
覚
大
師
と
加
号
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
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正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
五
日　

三
毬
打
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
九
日　

鶴
庖
丁
あ
り
。
次
に
舞
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

二
月
五
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

三
月
三
日　

闘
鶏
あ
り
。

三
月
二
十
六
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

三
月
二
十
七
日　

東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
四
日　

成
不
動
院
の
十
三
回
忌
に
依
り
、
昨
今
両
日
、
般
舟
三
昧
院

並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

四
月
十
九
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
四
日　

当
座
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

五
月
十
八
日　

御
厄
年
に
依
り
、
清
水
成
就
院
に
是
日
よ
り
一
七
箇
日

間
、
御
祈
祷
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

六
月
七
日　

御
学
問
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
久
し
く
中
絶
の
石
清
水
、

賀
茂
等
の
臨
時
祭
再
興
を
仰
せ
出
さ
る
。

九
月
二
十
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。
琵
琶
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
二
十
二
日　

去
二
十
日
よ
り
彗
星
客
星
出
現
に
依
り
、
七
社
七
寺
に

御
祈
を
行
は
る
。

九
月
二
十
六
日　

内
々
、
能
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
五
日　

後
桃
園
天
皇
の
三
十
三
回
聖
忌
に
依
り
、
是
日
よ
り
五
箇
日

間
、
禁
中
に
於
て
御
懺
法
講
を
行
は
る
。
連
日
、
出
御
あ
ら
せ

ら
れ
、
初
日
、
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
五
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
十
六
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
七
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら

せ
ら
れ
ず
。

十
一
月
二
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
九
日　

恭
礼
門
院
の
十
七
回
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に

泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
二
月
四
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
笛

の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

文
化
九
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。
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る
。

文
化
十
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
元
日
節
会
を
行
は
る
。
共
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ

ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。
是
日
、
前
左
大

臣
鷹
司
輔
平
の
薨
去
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、
廃
朝
仰

せ
出
さ
る
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
七
日　

御
吉
書
三
毬
打
あ
り
。

正
月
十
九
日　

舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

二
月
十
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
十
四
日　

慈
覚
大
師
九
百
五
十
年
遠
忌
に
依
り
、
延
暦
寺
に
於
て
御

法
会
を
行
は
る
。

三
月
五
日　

小
御
所
に
於
て
東
遊
求
子
唱
歌
を
聴
か
せ
ら
る
。

三
月
十
五
日　

石
清
水
臨
時
祭
を
再
興
せ
ら
る
。
御
禊
御
座
、
舞
御
覧
等

六
月
二
十
七
日　

北
野
天
満
宮
正
遷
宮
を
行
は
る
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
五
日　

石
清
水
八
幡
宮
仮
殿
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
南
殿
に
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。

九
月
十
三
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

九
月
二
十
二
日　

御
楽
を
行
は
る
。

十
月
十
九
日　

御
厄
年
に
依
り
、
臨
時
の
御
祈
祷
を
是
日
よ
り
七
箇
日

間
、
下
鴨
、
北
野
両
社
に
仰
せ
附
け
ら
る
。

十
一
月
二
十
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
内
々
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
院
に
於

て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
同
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
三
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
十
一
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
三
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ

ら
せ
ら
る
。

十
二
月
七
日　

石
清
水
八
幡
宮
正
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

十
二
月
十
六
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、

笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
二
十
一
日　

石
清
水
八
幡
宮
正
遷
宮
を
行
は
る
。
遥
拝
あ
ら
せ
ら
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せ
ら
れ
ず
。

十
一
月
二
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

閏
十
一
月
三
日　

禁
裏
、
物
音
を
停
め
ら
る
。
後
桜
町
上
皇
の
崩
御
に
依

り
て
な
り
。

閏
十
一
月
四
日　

権
中
納
言
日
野
資
愛
に
凶
事
伝
奏
を
、
蔵
人
左
中
弁
坊

城
俊
明
に
凶
事
奉
行
を
仰
せ
附
け
ら
る
。

閏
十
一
月
八
日　

是
日
よ
り
内
裏
触
穢
な
り
。

閏
十
一
月
十
六
日　

後
桜
町
上
皇
の
御
葬
送
の
日
よ
り
五
旬
の
間
、
御
心

喪
を
仰
せ
出
さ
る
。

閏
十
一
月
二
十
三
日　

普
請
停
止
の
儀
、
御
憐
愍
を
以
て
一
旦
、
其
停
止

を
解
か
せ
ら
る
。

十
二
月
十
六
日　

後
桜
町
上
皇
の
遺
詔
奏
並
に
警
固
固
関
の
事
あ
り
。
是

日
よ
り
五
箇
日
間
、
廃
朝
仰
せ
出
さ
る
。

十
二
月
十
九
日　

後
桜
町
上
皇
の
初
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並

に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
二
月
二
十
一
日　

後
桜
町
上
皇
の
二
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院

並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。
是
日
、
開
関
解
陣
、

音
奏
警
蹕
、
元
の
如
き
由
の
宣
下
あ
り
。
又
、
吉
書
御
覧
あ

り
。

十
二
月
二
十
二
日　

旧
院
弘
御
所
に
於
て
光
明
供
を
行
は
る
。

十
二
月
二
十
三
日　

後
桜
町
上
皇
の
三
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院

並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
六
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
二
十
四
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
五
日　

輪
王
寺
宮
舜
仁
親
王
、
帰
府
御
暇
乞
の
為
、
参
内
に
依
り
、

舞
楽
御
覧
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
十
六
日　

有
卦
入
の
賀
宴
を
行
は
る
。
御
学
問
所
に
於
て
舞
楽
御
覧

あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

八
月
二
十
七
日　

内
々
、
囃
子
能
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
二
十
四
日　

徳
川
家
慶
室
の
安
産
祈
祷
の
為
、
内
侍
所
前
庭
に
於
て

千
反
楽
を
行
は
る
。

九
月
三
十
日　

常
御
所
、
御
修
覆
に
依
り
、
是
日
よ
り
御
学
問
所
に
渡
御

あ
ら
せ
ら
る
。

十
月
六
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
三
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
経

供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
六
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
七
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
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二
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
、
賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御

あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
十
三
日　

後
桜
町
上
皇
の
百
箇
日
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌

寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

二
月
十
六
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太

元
帥
法
を
行
は
る
。
二
十
二
日
両
法
結
願
な
り
。

二
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
出
御
、
御
製
あ
ら
せ
ら
る
。

山
ま
つ
の
は
る
ひ
と
し
ほ
の
み
ど
り
よ
り
こ
の
ま
の
桜
は
な
も
か
す
め

る
三
月
二
十
四
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、

笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
五
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
二
日　

任
大
臣
宣
下
あ
り
。
左
大
臣
二
条
治
孝
を
罷
め
、
右
大
臣
一

条
忠
良
を
左
大
臣
に
、
前
内
大
臣
三
条
実
起
を
右
大
臣
に
任

ず
。

四
月
二
十
四
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
五
日　

後
桜
町
上
皇
の
御
遺
物
を
将
軍
徳
川
家
斉
等
に
賜
ふ
。

五
月
一
日　

将
軍
徳
川
家
斉
等
に
物
を
賜
ふ
。

五
月
四
日　

関
東
使
宮
原
弾
正
大
弼
義
周
、
参
内
し
て
将
軍
徳
川
家
斉
等

よ
り
進
献
の
物
を
上
る
。
仍
つ
て
大
弼
に
謁
を
賜
ふ
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

十
二
月
二
十
五
日　

後
桜
町
上
皇
の
四
七
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並

に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
二
月
二
十
六
日　

後
桜
町
上
皇
の
五
七
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並

に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
二
月
二
十
八
日　

後
桜
町
上
皇
の
六
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院

並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
二
月
二
十
九
日　

後
桜
町
上
皇
の
尽
七
日
御
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院

並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
二
月
三
十
日　

御
精
進
を
解
か
せ
ら
る
。

文
化
十
一
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
御
心
喪
中
に
依
り
、
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。
大
床

子
御
膳
を
供
す
。

正
月
十
六
日　

触
穢
竟
清
祓
を
行
は
る
。

正
月
二
十
日　

披
露
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
九
日　

青
綺
門
院
の
二
十
五
回
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に

泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

二
月
四
日　

泉
涌
寺
に
於
て
後
桜
町
上
皇
の
御
石
塔
供
養
を
行
は
る
。

二
月
六
日　

御
心
喪
竟
御
禊
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら
せ
ら
る
。
吉
書
御
覧

あ
り
。

二
月
七
日　

常
御
所
の
御
修
覆
成
れ
る
を
以
て
還
御
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
十
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。
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並
に
還
立
御
神
楽
等
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
八
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
和

琴
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

文
化
十
二
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
小
朝
拝
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節

会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
四
日　

関
白
一
条
忠
良
の
左
大
臣
を
罷
め
、
右
大
臣
近
衛
基
前
を
左

大
臣
に
、
前
内
大
臣
徳
大
寺
実
祖
を
右
大
臣
に
任
ず
。

正
月
五
日　

千
秋
万
歳
御
覧
あ
り
。
是
日
、
披
露
始
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
五
日　

三
毬
打
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
十
九
日　

鶴
庖
丁
あ
り
。
次
に
舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
日　

小
御
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
正
覚
院
前
大
僧
正
已
下
に

謁
を
賜
ふ
。
正
覚
院
前
大
僧
正
、
御
加
持
を
修
す
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
二
日　

徳
川
家
慶
室
の
安
産
祈
祷
の
為
、
内
侍
所
に
於
て
千
反

八
月
十
七
日　

東
宮
恵
仁
親
王
追
々
御
成
長
に
依
り
、
来
丑
年
春
、
御
譲

位
御
受
禅
御
治
定
の
旨
、
仰
せ
出
さ
る
。

八
月
十
九
日　

中
丁
に
依
り
、
講
談
を
聴
聞
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
六
日　

関
白
鷹
司
正
熙
を
罷
め
、
左
大
臣
一
条
忠
良
を
関
白
と
為

す
。
朝
餉
に
於
て
詔
書
勅
書
に
御
画
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
二
十
八
日　

任
大
臣
宣
下
あ
り
。
右
大
臣
三
条
実
起
を
罷
め
、
内
大

臣
近
衛
基
前
を
右
大
臣
に
、
権
大
納
言
花
山
院
愛
徳
を
内
大
臣

に
任
ず
。

十
月
三
日　

後
桜
町
天
皇
の
御
一
周
忌
を
繰
上
げ
、
昨
今
両
日
、
般
舟
三

昧
院
並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

十
月
六
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
夜
、
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
七
日　

吉
田
社
仮
殿
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

十
一
月
八
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
法

事
を
行
は
る
。

十
一
月
十
六
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
中
和
院
代
に
行
幸
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
十
七
日　

解
斎
御
粥
を
供
す
。
豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
題
あ
ら

せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
一
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

賀
茂
臨
時
祭
を
再
興
せ
ら
る
。
御
禊
庭
座
、
舞
御
覧
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あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
二
十
六
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

四
月
十
八
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
七
日　

関
白
一
条
忠
良
に
天
仁
遠
波
御
伝
授
あ
ら
せ
ら
る
。

五
月
十
一
日　

広
橋
胤
家
の
橘
樹
を
以
て
南
殿
の
橘
樹
を
植
え
改
め
ら

る
。

六
月
四
日　

曩
に
日
光
山
東
照
宮
二
百
回
忌
勅
会
を
行
は
れ
し
に
依
り
、

是
日
御
礼
の
為
、
関
東
使
前
田
信
濃
守
、
参
内
し
て
物
を
献

ず
。
仍
つ
て
謁
を
賜
ふ
。

六
月
五
日　

小
御
所
葺
替
内
廻
の
修
復
に
著
手
す
。

六
月
十
六
日　

内
々
、
仕
舞
囃
子
能
御
覧
あ
り
。
次
に
嘉
祥
の
儀
あ
り
。

御
学
問
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
関
白
一
条
忠
良
已
下
に
謁
を

賜
ひ
、
宴
を
給
ふ
。

六
月
十
八
日　

院
御
料
一
万
石
進
上
あ
る
べ
き
旨
、
大
久
保
加
賀
守
よ
り

関
白
一
条
忠
良
に
申
入
る
。

七
月
五
日　

仙
洞
御
書
院
造
建
に
就
き
、
関
白
一
条
忠
良
よ
り
関
東
に
申

達
す
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
五
日　

上
丁
に
依
り
、
御
学
問
所
に
於
て
講
談
を
聴
聞
あ
ら
せ
ら

る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
七
日　

神
嘉
殿
造
替
に
就
き
、
関
白
一
条
忠
良
、
酒
井
讃
岐
守

楽
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
三
十
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
四
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

二
月
七
日　

平
野
社
正
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

二
月
十
四
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

二
月
十
七
日　

前
大
臣
鷹
司
正
熙
、
准
三
宮
宣
下
拝
賀
に
依
り
、
昼
御
座

に
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
謁
を
賜
ふ
。

二
月
二
十
日　

建
礼
門
葺
替
に
著
手
す
。

是
日　

吉
田
社
正
遷
宮
日
時
定
を
行
は
る
。

二
月
二
十
一
日　

平
野
社
正
遷
宮
を
行
は
る
。
勅
使
広
橋
光
成
を
遣
さ

る
。

二
月
二
十
三
日　

清
涼
殿
代
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
東
本
願
寺
光
朗
、
密
蔵

院
権
僧
正
栄
性
に
謁
を
賜
ふ
。

二
月
二
十
六
日　

任
大
臣
宣
下
あ
り
。
右
大
臣
徳
大
寺
実
祖
を
罷
め
、
鷹

司
正
通
を
右
大
臣
に
、
内
大
臣
花
山
院
愛
徳
を
罷
め
、
二
条
斉

信
を
内
大
臣
に
任
ず
。

三
月
三
日　

吉
田
社
正
遷
宮
を
行
は
る
。

三
月
八
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
箏
の
御
所
作
あ
ら

せ
ら
る
。

三
月
十
一
日　

日
光
東
照
宮
臨
時
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

三
月
二
十
日　

石
清
水
臨
時
祭
を
行
は
る
。
御
禊
庭
座
舞
御
覧
等
に
出
御
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十
一
月
十
五
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
三
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
八
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
笛

の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
六
日　

右
大
臣
鷹
司
政
通
、
従
一
位
隋
身
兵
仗
拝
賀
に
依
り
、

昼
御
座
に
出
御
、
謁
を
賜
ふ
。

文
化
十
三
年

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
五
日　

披
露
始
を
行
は
る
。

正
月
七
日　

白
馬
節
会
を
行
は
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
九
日　

鶴
庖
丁
あ
り
。
次
に
舞
御
覧
あ
り
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

二
月
十
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

忠
進
と
相
議
す
。

八
月
二
十
八
日　

月
次
管
絃
御
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。
南
殿
に
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。

九
月
二
十
四
日　

内
々
、
仕
舞
囃
子
能
御
覧
あ
り
。

九
月
二
十
六
日　

小
御
所
に
於
て
御
楽
を
行
は
る
。

十
月
二
日　

来
月
、
新
嘗
祭
に
依
り
、
後
桜
町
天
皇
の
三
回
聖
忌
を
引
上

げ
、
今
明
両
日
、
般
舟
三
昧
院
並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を

行
は
る
。

十
月
十
日　

盛
化
門
院
の
三
十
三
回
忌
に
依
り
、
是
日
よ
り
三
箇
日
間
、

禁
中
に
於
て
懺
法
講
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
初
日
に

は
琵
琶
、
二
日
に
は
箏
、
三
日
に
は
笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら

る
。

十
月
十
三
日　

御
精
進
を
解
か
せ
ら
る
。

十
月
二
十
日　

月
次
管
絃
御
会
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら

る
。

十
月
二
十
四
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。

十
月
二
十
六
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
五
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
並
に
於
て
御

経
供
養
を
行
は
る
。
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十
一
月
一
日　

忌
火
御
飯
を
供
す
。
御
禊
を
行
は
る
。

十
一
月
九
日　

後
桃
園
天
皇
の
聖
忌
に
依
り
、
般
舟
三
昧
院
に
於
て
御
経

供
養
を
行
は
る
。

十
一
月
十
一
日　

神
祇
官
代
に
於
て
新
嘗
祭
卜
定
を
行
は
る
。

十
一
月
十
五
日　

春
日
祭
を
行
は
る
。

十
一
月
二
十
二
日　

新
嘗
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
一
月
二
十
三
日　

豊
明
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

十
一
月
二
十
八
日　

賀
茂
臨
時
祭
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
七
日　

来
二
十
二
日
巳
刻
、
下
御
所
地
鎮
祭
の
旨
、
仰
せ
出
さ

る
。

十
二
月
十
三
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、

笛
の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

十
二
月
十
六
日　

今
明
両
日
、
下
御
所
御
修
理
後
の
安
鎮
御
祈
を
行
は

る
。

十
二
月
二
十
一
日　

後
院
を
自
今
、
桜
町
殿
と
称
せ
ら
る
。

文
化
十
四
年
（
一
八
一
七
）

正
月
一
日　

四
方
拝
、
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。
元
日
節
会
を
行
は
る
。
出
御

あ
ら
せ
ら
れ
ず
。

正
月
二
日　

大
床
子
御
膳
を
供
す
。

正
月
四
日　

披
露
始
あ
り
。

正
月
五
日　

千
秋
万
歳
御
覧
あ
り
。

二
月
二
十
二
日　

当
座
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

三
月
十
一
日　

任
大
臣
宣
下
あ
り
。
徳
川
家
斉
を
右
大
臣
に
任
ず
。

三
月
二
十
日　

御
楽
始
を
行
は
る
。

三
月
二
十
五
日　

日
光
東
照
宮
奉
幣
発
遣
日
時
定
を
行
は
る
。

三
月
二
十
六
日　

内
々
、
能
御
覧
あ
り
。

四
月
二
十
四
日　

賀
茂
祭
を
行
は
る
。

四
月
二
十
八
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

五
月
二
十
一
日　

関
東
使
、
退
京
の
為
、
参
内
す
。
謁
を
賜
ふ
。
舞
楽
御

覧
あ
り
。
東
使
、
東
廂
に
於
て
陪
覧
す
。

五
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

五
月
二
十
九
日　

清
涼
殿
御
修
復
に
依
り
、
昼
御
座
已
下
を
小
御
所
に
移

さ
る
。

八
月
一
日　

八
朔
の
儀
あ
り
。

八
月
十
四
日　

清
涼
殿
の
ご
修
理
成
れ
る
に
依
り
、
昼
御
座
已
下
を
旧
に

復
さ
る
。

八
月
十
五
日　

石
清
水
放
生
会
を
行
は
る
。

八
月
二
十
五
日　

後
陽
成
天
皇
の
二
百
回
聖
忌
に
依
り
、
今
明
両
日
、
般

舟
三
昧
院
並
に
泉
涌
寺
に
於
て
御
法
事
を
行
は
る
。

九
月
二
日　

前
権
大
納
言
庭
田
重
嗣
に
天
仁
遠
波
御
伝
授
あ
ら
せ
ら
る
。

九
月
十
一
日　

伊
勢
例
幣
発
遣
の
儀
あ
り
。

九
月
二
十
四
日　

月
次
和
歌
御
会
を
行
は
る
。

十
月
二
十
四
日　

玄
猪
の
儀
あ
り
。
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賜
は
る
べ
く
、
勅
額
使
を
大
久
保
加
賀
守
忠
真
に
遣
さ
る
。

二
月
二
十
日　

内
侍
所
臨
時
御
神
楽
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
れ
、
笛

の
御
所
作
あ
ら
せ
ら
る
。

三
月
十
一
日　

御
譲
位
後
の
御
幸
始
御
祝
儀
の
事
を
仰
せ
出
さ
る
。

三
月
十
三
日　

稲
荷
、
梅
宮
両
社
に
於
て
御
譲
位
、
御
受
禅
行
幸
の
御
祈

祷
を
修
せ
し
む
。

三
月
十
五
日　

石
清
水
臨
時
祭
行
は
る
。

三
月
十
九
日　

御
譲
位
行
幸
御
受
禅
剣
璽
渡
御
の
御
内
見
あ
り
。

三
月
二
十
一
日　

警
固
固
關
の
儀
あ
り
。

三
月
二
十
二
日　

櫻
町
殿
に
行
幸
あ
ら
せ
ら
れ
、
皇
太
子
恵
仁
親
王
に
譲

位
あ
ら
せ
ら
る
。

〈
付
記
〉

所
功
「
光
格
天
皇
の
譲
位
式
と
『
桜
町
殿
行
幸
図
』」『
藝
林
』
第
六
十
六

巻
第
一
号
、
平
成
二
十
九
年

所
功
「
光
格
天
皇
の
『
寛
政
新
造
内
裏
還
幸
行
列
絵
図
』」『
モ
ラ
ロ
ジ
ー

研
究
』
第
七
十
九
号
、
平
成
二
十
九
年

所
功
「
神
村
忠
貞
著　

河
村
秀
俊
補
『（
光
格
天
皇
）
御
即
位
次
第
略

解
』」『
藝
林
』
第
六
十
六
巻
第
二
号
、
平
成
二
十
九
年

所
功
「
徳
島
県
立
博
物
館
所
蔵
『
光
格
上
皇
修
学
院
御
幸
儀
仗
図
絵

巻
』：
付
論
『
光
格
天
皇
新
造
内
裏
還
幸
絵
図
』
解
説
の
追
補
」『
モ

ラ
ロ
ジ
ー
研
究
』
第
八
十
号
、
平
成
二
十
九
年

正
月
七
日　

白
馬
節
会
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
八
日　

南
殿
に
於
て
後
七
日
御
修
法
を
、
理
性
院
本
坊
に
於
て
太
元

帥
法
を
行
は
る
。
十
四
日
、
両
法
結
願
な
り
。

正
月
十
一
日　

神
宮
奏
事
始
あ
り
。
小
御
所
東
廂
に
出
御
、
御
拝
あ
ら
せ

ら
る
。

正
月
十
六
日　

踏
歌
節
会
を
行
は
る
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
十
八
日　

三
毬
打
あ
り
。
小
御
所
に
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

是
日　

御
譲
位
御
受
禅
御
祝
儀
と
し
て
、
関
東
に
賜
物
あ
り
。
又
、
桜
町

殿
修
理
に
就
き
、
大
久
保
加
賀
守
忠
眞
已
下
に
物
を
賜
ふ
。

正
月
十
九
日　

鶴
庖
丁
あ
り
。
次
に
舞
御
覧
あ
り
。
出
御
あ
ら
せ
ら
る
。

正
月
二
十
一
日　

賀
茂
奏
事
始
を
行
は
る
。

正
月
二
十
四
日　

和
歌
御
会
始
を
行
は
る
。
小
御
所
に
出
御
、
御
製
あ
ら

せ
ら
ら
る
。

ゆ
た
か
な
る
世
の
春
し
め
て
三
十
年
余
り
九
重
の
は
な
を
あ
か
ず
み
し

哉
二
月
一
日　

関
東
使
織
田
主
計
頭
信
由
、
大
久
保
加
賀
守
忠
真
、
参
内
し

て
物
を
献
ず
。
仍
つ
て
謁
を
賜
ふ
。

二
月
七
日　

和
歌
当
座
御
会
を
行
は
る
。

二
月
十
日　

春
日
祭
を
行
は
る

二
月
十
四
日　

来
月
二
十
二
日
卯
刻
に
御
譲
位
の
儀
、
内
々
、
御
治
定
あ

り
。

二
月
十
五
日　

有
徳
院
、
惇
信
院
、
浚
明
院
、
孝
恭
院
の
仏
殿
の
勅
額
を


